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ロシア人宗教集団ド ゥホボールに
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1. はじめに
1) 

的・に柏く当該文献の外困冗である。しかし．紙幅の関係で研究

の一部を（也硲IC譲らねばならないことを予めお断りしておきた

ドゥホポールに関し改めて伝説しないので．前号を参照されたい。

可・ールについては，大1iしの文献が{.f.在する。主たる所在地はヨーロッ

パと北米大Fがで，なかんづくカナダ．アメリカ合衆国ソ辿に集中している。

JIlされている甘95は． とEとして英fEとロシア伍である。また． oo辿
代収9いする時期と場所に応じて．文献の所在が恥なってくるのも特

のドゥ＊ポール文献をi所ば．収集しているのは，前硲で
ンクーヴァーの TheUniversity of British Columbia 

レクシ oン屯には未公刊のアルヒーフがある。多数のド

プリティッシュ ＇・コロンピアに中央公文｛l,日 1, ...、..^

、ポール移民当時の政府文1；を所店してし
る SelkirkCollege付屈図杏伯は地

Fi 
る。 University of Toronto にし，

Libmry内に． 1i名な Mavorコレクシロンが存在する
が一郎居住しているサスカチュアン州では,University 

ーフがある。さらに，移民fi'f:1は，口OI ~'1mkmrnP`̀ .nn Irm""ジ仄の、、―"
_.__.. -・. ー・―在す

n.りLヤ． チールト＾コーフの FreeAge Pressゃ
心 1etv,n,丘 IPndsが活紐Lた出所で本りかつl'J，ロ

. ~ rn 1:. iJ!:わっていたo フレンド囚会0.
r料をにえている。 E
0 トルストイとなr1がmhしている。 U庄rlm(1')1 

る。ロンドン
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ール歴史査料は当然‘ノ述国内に存在しているものの，概して十分に利用され

ていない。モスクワのレーニン図書館は膨大なドゥホポール ・コレクション

を擁し，モスクワ人学も関連炎料を持っている。ただし，ペレストロイカの
2 

ソ辿で，若手の研究者がこれらを使い始めようとしている。

以上，1別辿狡料の上要所蔵機関に触れた。次に，賓料の性柁に言及してお

きたい。狡料は大きく報迅的内容のものと研究的内容のものに二別される

が，ここでは，新聞 ・雑p占などによる前者の賓料を除外した。ただし，学術

雑誌に掲載された研究論文は，もちろん別である。また，必ずしも研究的内

容を持たぬものでも，旅行心見聞録など価値あると判断したものは収注し

た。狡料の性格と内容にl刈わるものとして，賓料の形式について述へる。こ

こに収録したものは，公刊されたモノグラフィー，学位硝求玲文，学術雑誌

論文である。新聞，一般雑ふ政府刊行物，アルヒーフ，写真帖，映画 ・テ

ープなどの祝聴党資料は厭則として除外した。政府刊行物とアルヒーフにつ

いては，改めて別稿で取りあげたい。また採録した狡料のうち，重要と判断

されるものについては，特にコメン トを附した。以上，査料の取捨選択の基

杓fと滴囲を批示した。つぎに，賓料執筆者のXIμ,}と観点について，可能な

類を施しておこう。執筆者群は，人きくインナー ・グループとアウタ ー ・

グループとに分かれ，1)iJ者はさらに Unionof Spiritual Communities of 

Christ, Sons of Freedomおよび IndependentDoukhobors に分団され，

41lli.Ili] に人きな競しと 1}廿きをホしている。またカナダヘ出 l~する以かJの尺階

におけるド '‘9 ，炉ポール内部I~係者の、りき妓した沢料は， "i!｝簡類を栓くと比較

的少ない。アウター ・グループによる狡料が不すアプローチと分野ふまこ

とに多岐に1うたっている。アカデミックな研尤者，＇ボ教＆散沿者 ， ＼Iし

Jl学者，‘lf1l巡I!JJ'文が主たるもので，取り扱われている対＇ト ・滴lfflt')日とし

ては ， 宗教，息息，政治， ~I会， 文化， 7すークロアと船広く ，沢料

IIり期によっ<..,ltl心と栂Illiの内容がll)J確に忍移している。ロシTiUIHEuiIjt

Il↓jU]における扱い）j(t，搾訪，‘柊教的独ll性へのflI l、それによ ..,-'-'ttセ

牧会およびll灼‘幻枷）」とのあ 1れきに集中し又いが')lゞ 対し，カナダ叫呼‘ト

即"Hl, 1910り代の初期l交「4ヤで(-t'カナダ政）j：lと(')l1吋謹J対＼`や； Tングロが
(l l心との抒済的対＼＇「が ，そしL社会的鄭心と11tl化（n|叩りがク n- ~・ ・ アップ

心・1'l1、い・；。 1'/・ 2刃） ＼軋1りにはカナダik)f:jし）戦(Jnl＼沿と l')Iや1いがテーで

となり，さらklIIJ化と（沿炒3|ll]逍をめぐ'.，1.kl、ji内部の内ゎ比9比さがしだいに

顕(l（しl'い↓に和 ．． 、｛、り！・人し）課題としし最もl関心が1・し11lし，とi

($沿
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次世界大戦後はその関辿から，社会学的 ・社会心理学的なテーマが且,'r.つ。
と同時に，1960打代以降は独flの文化と伝琉に対するフォークロアの視点が

登場し，音楽，料俗， 言語，llfi装，食牛活などの領域で， ドゥホボールが取

りあげられるようになる。また，［傾際平和迎動のコンテクストでドゥホボー

ルが訂及され始めるのは，ほほ1970年代にはいってからである。そして内部

グループの最少．． 故沫 Sonsof Freedomがにわかに凸出して耳目を集めるに

至るのは， 1950年に彼等によるあい次ぐ放ヽ人が一）J刑'li事件に発展したこと
を契機にしている。

吋訟．． 料の批について打えば， ドゥホボール集団にかかわる人きな歴史・li

件発生後に集中して削えているのは当然であろう。第一期のヒ゜ークは1895-

1899年の武器焼却によるロシア政府との対V激化からカナダヘの出1月にギ．る

時期であり， トルストイらのグループによる資料は殆どこの時期に集中して

いる。第二期はカナダ移住i忙後数年間にお；ナる，カナダ側狡料の増加である。

しかしそれら文献のトーンは，歓迎から困惑へと徴妙に変化してゆく。第三

期の1930年代前半は， Sons of Freedomの裸体け進が続発したために狡料

が増加した。第四期もIn]ク）レープのセンセーシ :1ナルな行動で1950年に沿社が

開けられ，以後の10年程新li'1・堆誌と宜庁資料を策頭に，文献の者る＇い妍

加がe,立っている。現(E新らしい文献附加のピ ークが，主として， u.s.c. 
3) 

C.のおかげで， lli現する気配を見せ始めている。これは，同組織による宜

伝活動の強化と fil」史保仔のキャンペーン，さらには国際：‘l;•Rl迎動への.fli極
的径加という政策転換によって生まれつつある動きである。

eて＇最後に文献史に触れておこう。ドゥ＊ボール研究の本格的な文献 [I

作成に初めて行手したのは，イギリスの PeggySherriffであり，ロンド

ン大学のn]i'滋格取得審在を機会に完成した。 1959年 5月に捉出されたその

[¥select bibliography は，採録点数191点で，新皿；亡’liや官公庁狩料は除

9卜しているものの． ロシア函文献も屯要なものを含み．カナダ，イギリス，

アメリカ合衆l日の E嬰図暉をみずから調在する労をとっている。特徴,...'

淑のfiJfr年雌'ilC賂序されている点にある。しかし，先駆的作業としての、浮

価は変わらないにしろ ， 既に古くなり過ぎて t•分な利用に蚊早耐えない。 ：fiJ
tr冴時から30年．1関係文献は飛躍的に妍大している。さらに，タイプ印刷の

試を取っているのはやむを褐ないにしても，クイプ打ちのミスが極めて多

い。この種作業に設も要求される正確さがそれ故に低Fして．伝顛度を落と

している。また，作成名がロシア語に 1•分通じていない 'ji も岐密を欠く

(3i3) 
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となっている。さて，恐らく この作業に刺激されて， ドゥホポールに関する

払火のコレクションを擁するカナダのプリティッシ ュ・コロンピア大学ふ

1968年 ~tJ占の Maria Horvathに託して，同大学所蔵文献を対象に， A 

Doukhobor bibliographyを作成した。収録点数は，単行本と定期刊行物の

みて663点に達し，前者の規校を逝かに越えた。 Horvathは，この他卜:・ r'7ホ

ポールに［対する政府刊行物の目録，アルヒーフの目録も併せて完成させた。

1968年に作成されたこの ピプリオは評価が翡く ，十分な利用に応ずる ,1972

年には，更に増補改定された。ここで，収録点数は増補改定版による。セが．

この目録もタイプ印刷である為，同有の欠陥を免れていない。ミス ・タイプ

によると判断されるぶりが随I所にある。また，キ リール文字をロ ーマナ イズ

するのに統一性が無く ，ルールを欠いている。 L.C．基利をを準用していなし、

のである。ともあれ，労ジくして困難な作業を克服し，これら 2つの文釈目

録を知戊したjiTl)女史の政献は，無視できない。本目謀を消仙するにあセって

は，これらの目録作成以後に刊行された文献にも可能な限り目を配っセ。こ

の種の作業には，時間との布命的な戦いが附き物である。本目社も完成のlI'

後から．outof date となる巡命にある。まセ，前二者との相違点を指摘し

ておく。本目社では，ロ シア,Jiによる文献をもとのままキリール文芋で入 .... 

し，これらを別に掲げたこと。 Horvathのはあい，所萩目録の性格を併セ

i 'わたが(I りと あらゆる,~係文献が Hiiジに合まれているのに対し， 取捨込1

にあたって学術研究に沢し褐るか否かを第一のi屈Lとしたこと。文代へのコ

メントを通し， ドゥホボールの全体像（歴史と現在）が見えてくるようにm

lほしセこと。つまりlltに索，JI.検然にtltするのみならず， トゥホボールを理

りりすっための「uしむIt]録」の＇＆ふを加えたことである。． い目松作成が11J能と

れっ↑・のは，カナダでの現地閥i下てtiUJしてくれた貝下の介氏のおかげてあ
る。 U.B.C.の JackMcIntosh, Selkirk Collegeの !¥!arkMealing M」..
呪図 JohnMansbridge, U.S. C. C.し） JimPopoff ,•J材払｝如o,；として心

"りの．総を央し↑・ぃ。

注

I) 「人文MI'）t」,K恥1』9、[K‘f文学部．，＇4｝38む笥8分lllH986年．，~ロシ T 人，、＂船団

ドゥホホ ルに関する研兒＇しと文献（卜）恥~)J。

?.) JI. I tc~mpa, "OT1tero CT8Jl8 nnBKYll ・T四B8?＂， B“Hnyka It pe.'tItrIIn"．l9い
o. 2. なお． 、t• ミ -J~IL対するイン；』 L~ー記事は． “Itcゅa"．ヽ o.l672, 0KT.. 

1!'188. 

3) U.S. C'. C. t:t Union of Spril'itual Communities of Christ ""'\•;i 

(87-1) 
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『ドゥホボール研究文献目録』

A
 

1. AH,:i.epco11 8. CTapoo6pH.l YecTuo II ceKrn11Tcruo. I lci-op11t1ec1<1in 

OYepK P}CCKOro pe111r1103110「0pa3110¥lbICJ11In. cnB. Im. B. 1 1. ry6• 
IIHCKoro. 1912. 460 c. 

トゥホボールについては， 371 399ページに心彼が集中している。ロ

シアのドゥホボールのみについて論したものである。

2. Acn1pes H. B rocTHX y.J.) xooopues upK) TCKoii ryGep111111. "C~-

BepHbllf BeCTHHK". Cn6. 1891. T. 4, C, 52-63. 

1887年にヴェリーギンはシベリア流刑に処せら1, 1来京ヽンベリアに

は少数ながらドゥホポール流刑夷団が形成され，（、J近住民に対し彩評を

与えた。これは，イルクーツク地区トゥホボールヘの訪問；ビである。

3. 6e.1os A. 8.且yxo6opb1. B "CeKTbl, ceKTallTCTBO, ceKTaHTbf. l!rn 

Ta1<oe ceKT3HTCTBO ?" M. HayKa. 1978. c. 67-70. 

Lとしてクリバーノフの梢択と叶仙に征い乍ら， ト,.,ホポールを分肘
派の中で蚊も不要な流れと，神している。

4. 6凡1b6acosB. A. O¥,IOJIOK8113¥ If.ayxo6opua¥. "P) CCKaH CTap1111a". 

ens. 1896. T. 86, c. 315-317. 

1818年のアレクサ ン ドルーIll:とトゥホポールたちとの会見を紹介した

もの。

5. 611p10l<OB TT. M. TTO~IOrHTe ! 06pa皿e1111e 1< 06山eCTBV no nOB0..ly 
r01!eIIIIH Ila kaBKa3Cl(HX邸 xo6opos. Cocrna.1e1111oe n. 611p10KOBbl¥1. 

11. Tpery6osb1M H B. LJepTKOBbl¥t. C noc.1ec.1os11e~1.11. H. To.1cToro. 

JIOH,:1.0H, 6. LJepTKOB, 1897. 23 C, 

ビリュコーフはド ゥホボールの窮状を調咋し，上刊したために国外袖，：

刑に処せられた。晩年の1927年にカ ナダ ・ド，・ホポールを訪問し，学校

(875) 
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の設立と新聞の刊行に尽力した。 ドゥホポール研究に欠かせない多数の

文献を残している。これは卜）レストイ のあとがきを付し，広く流布して

ドゥホボール迫害の実態を閲知させた記念的な小冊子である。

6. 6Hp!OKOB n. H. noJIO氷eHHe八yxo6oposHa KasI<a3e s 1896 roJly H 

Heo6xo邸 Mblecpe)lCTB3 06JJer4eHHH HX y屯acTH.JloHAOH. B. qepTKOB• 

1897. 22 c. 

『援助の手を ！』と並んで，火紐に流布した小冊子。

7. 61-1p10Kos n. vi. KpaTKHH ot.tepK no.no)I(eHHH.llyxo6opu.es 3a HCTe・ 

KWHH 1897 ro.llH.ll0 H8CTO皿 eroBpeMeHH.“CB06o.llHoe CJlOBO". 

nyp.ne~i. ScceKc. 1898. No. 1, c. 177-218. 

8. 6Hp1-0KOB n. YI. n11cbMO,nyxo6opa H3 KaHa八bl.“CB060AHoecJIOB0"． 

faHu, AHrJI11H. 1902. No. 2, c. 26-27. 

9. BI1pPKOB n. H．恥yxo6opeu neTp BacHJYbeB皿 Bep1ir11H. Moe 

CBH邸 HHeC HIIM II 0四 eTO JlOH/l.OHCKOM MIITliHre.)KeHesa. I 131J... 

Me>1<1J..yHapO/l.HOf1 Jlllrll 8HTIIMIIJlHT8pHCTQB. 1903. 16 c. 

1902年の未，保釈されたヴェリーギンはカ ナダヘ渡る途次ロンドンに

¥‘r．ち寄った。これは，その時の校様を品したものである。

10. 611p10Kos n. H. MaJiesa11u.b1. "Cso6o.ll11oe CJIOBo". ra11u., AHrJIIIH, 

1904. No. 12, c. 8-14 11 No. 13, c. 9-14. 

異端派の一つマレヴァーネツを論じたもので，翌年『言点の日由』叢

lq:95としても刊行されている。

＂ ＂ 11. 611p10J<OB n. 11．且yX060publ. C60plIIIK CTaTell, BOcnOMImaI11111, 

nIICeM IIApyrIIX八0kyMCIITOB.C npll.no氷em1e~1 p11cy111<0B 11 1136po1111b1ヽ

八yヽ06opYec1<11xnca.'lMOB, M. I l. H. Kyw11epee. 1908. 236 C, 

12. 6oropa3-Ta11 B. r．恥yx0Gop1>1n Ka11a.'{c. Qt1cp1<11. 113八• IICnpaB. 11 

JJ.OnoJJ. M. Hapo八118ftMblC:11,. 1906. 97 C. 

(876) 
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13. BoHq-BpyeBHq B．八． CnHCOKncaJJMOB, nHCeM, pacCK830B H)lpyrHx 

py1<onHce11 no HCCJJe)].0B8HHIO ytJeHHH,血 3HHH nepeceJieHHH s Katta八y

3akaBKa3CKHX AyX06opueB． 氷eHeaa.YKp8HHCK8H THnorpa巾皿 1900. 

81 c. 

ボンチ＝プルーエヴィチの名は， レーニンの盟友であったということ

で， 最もよく知られ，『プラ ウダ』， 『イズベスチャ』， 『コムニス ト』な

どの編集に早くから関わり，革命後のソビエト政権では数々の要職を歴

任した。しかし，他方では宗教史の地道な研究家でもあり， ドゥ ホボー

ルに関するエスノグラフ ァーと しては，開拓者と呼ばれるに応わしい。

偽名はウ ラジーミ ル ・オルホフスキー。

これは，付録を含め， ドゥ ホボールに関する情報を満載しており，著

者が流刑中に国外で収集した史料や手稿をはじめて公けにしている。

14. BoHq-BpyeB耶 B.几 （cocT.)PaccKa3 11.yxo6opua Bac1-1 no3JJ.HHKosa. 

C npHJIO氷eHHeM11.0KyMeHTOB no H3H8CHJI088HH10氷eH山HHKa3akaMH. 

f aHu, AHr JIHH. B. 虫epTKQB. 1901. 29 c. 

ドゥホボール教徒の一人，ポズニャコ ーフのインタ ビューと手記をま

とめたもの。付録で，コサックによるドゥ ホボールヘの暴唐ぶりを描い

ている。チェル トゥコーフの協力で公刊された。

15. BoHq-BpyeB卵 B.且． 5aITTHCTbl,6eryHhl H.AYX060pl..{bl. Cn5. 1908. 

185 c. 

ロシア宗教史，分離派研究ヽンリーズの トップに刊行されたもの。ア ン

ドローソフ，ボターポフ，ビリュ コーフの賓料も含み，併せてドゥホボ

ー）レたちの出国賓金に関する統計資料を載せている。

16. BotttJ-Bpyes屈 8.且．氷HBOTHa只 KHHra.n.yxo6opues.MaTepHaJihI 

I{ HCTOpHH H H3ytJeHHIO pycc1<0ro ceKT8HTCTBa H paCKOJia, Bbm. 2. 

ens. 1909. 327 c. 

ボンチ＝プ）レーエヴィチの代表的な著作。第2版は， 1954年にカナダ

のウィ ニペグから出ている。また，サスカチュワ ンで刊行された英訳版

は，広くドゥ ホボールに愛読されている。タイ トルは， ドゥホボールの

口伝による自己史の性格をよく伝えている。

(877) 
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The Book of Life of Doukhobors. Translated version. 197 

320p. 

17. 60114-6pyes114 B.八． CekTaHTCTBOB OCB06oユIITe,lbHOii3nO¥e. 8 

""・ : Ben11Kafl pecpopヽfa.noュpeュ．A.K. 氷11se.1erosa.；¥＼.CIITlfH.
1911. T. 5, c. 253-268. 

ゥ・ュレシチ 1・ーギンの箪によるホドゥボールのスケッ チを再録した；.)

の。

18. 60IIY 6pyeBIIY 8. l{.八yA06opubIB KaHa1CKIIヽnpep,rnx.neTporpa 1. 

KaJl11¥la. 1918. 276 c. 

トゥホボールの移民と入植の校様を詳細：こ伝えたもので，カナダ北

部のコミューンが克明に紹介されている。

19. Go11t1 6pye011t1 B.八．113 1ヽ11paceKTa11roA. C6opH1th. crnTeii. i¥ ¥. 

roc) 1apCTOCIIIIOC 193、1J..1922. 330 c. 

ロ，；事・ トゥホポールに1対する t心ムが巾心o k',Eは， ジュネー... --

1904ドIClil行された沼料がペースとなっている。

20. G,ro11on A.It. npo6.,eヽlbl pe~mpヽ181 し1101111bI\ 1nIÎeHIIii l1 06UlC-

CTllCIIIIO n0.1IITll4eCl<Oii ~lbtC.111 Pocc,111 B TP)地＼.-¥.I I. K1n60Hosa. 

"I lcTop11l1cc1.;:11c 3om1cr.:11".,¥¥. 1977. 入o. 9S. c. 257-275. 

21. n. G. 31,0110ヽ111i1cc1<0cno.no恥CIIIIC1} ¥000pllC(l 11 kaIIO.1.c. ＂Cno恥・

lt1oc c.10110". ro11n,,¥11rm1H. 1901. 1'-o. l. c. 21 25. 

22. ncpe11tor1111 B. 8. l[)ヽ0(.lOl)lllヽIII 1ヽ0.101、OIICl1 3a卜31iIぃn1>11. lll1111r,1 

n KnpnOn¥(.'. BnT,111 11 om1yMoe 11ヽIIlCpC 1IICII.-＼ヽ1111. Ooep＼ヽ ICpra}

n ropo¥ Hnnnp1111. Pncc1rn11ヽ1c p11cy111,..nヽIII.¥¥. I l. H. I'•\ llIIICpl，n. 19VV・
90 ('. 

JIR (J'をrO) 1-t... 
ォ舟li」したわI)I 1:,., *ボールを

を炊した。そ Jー・ガプ I
なルポルターシー

ド・‘'トボールに投じて、指労的

(87< 
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な役割を果たした。惜しくも日露戦争に條し，旅順迷にて没した。

23. Bep11「IIH「.HeB c11.1e 60「,a B npBュe.nap11湿ユpe伽IOCII山apne11・
Tllep. 1935. 290 c. 

著者は，P.V.ヴェリーギンの4・；。ィエスの生誕から策を起こし，19

世紀木から20世紀初豆月にかけて，ちょうどドゥホボールが柑界からt「目
を集めた時期の ChristianCommunity of Universal Brotherhood（多

数派， コミュニテ ィー派，寸プシチ ンニキ派なとと呼はれる）の生活ぶ

りと政府の対応策を論したもの。ピリュ コーフのlii文を附している。

24. BepHrllH n. B. n11cbMa.n.yxo6op4eCKOro pyt<OB0,1.IITe.，H neTpa Baell-
,1beB11Ya Bep1[「IIHa.no,'.!. pe.ll.. BoHl{-BpyeB1円a.C npeJ1.11c.1os11e¥l B. 

Ii A. 4epTKOBbtX. faHu. A. 4epTKOB. 1901. 239 c. 

1899年までのドヮ ホボールに関する阻，りを知るうえで爪要な史料てあ

る。 1985年には，キャ ノスルガー （カ ナダ ・ドゥホポール上要居住地区

の一つ） でリプリント版が刊行されている。

25. BIIHOrpa.aos n. vt.恥yxo6opel(.YIJ,a.. BTOpoe. ens. I I. JI. TyJoB. 
1898. 93 c. 

モスクワ宗務院検閾委員会をパスした，いわば官詐のトゥ ホボールiIJJ

問心である。ド ゥホポール問題がロシアの内外に大きく取り沙汰される

に及び，正教会‘11局も黙殺し得なくなった下梢を反映している。

26. BO.llHHCK雌 A.M.八yxo6opu,b1.C6opHHK paccKaJos, m1ceM,.llO"Y-

:'>JeHTOB H CTaTer, no peJIII「1103HblM sonpocar-1. XapbKOB. ne48TIIIIK, 

1907. 202 c. 

著者はアナーキストで1900年カ ナダに渡り， ドゥホボールの生活をつ

ぶさに目撃，カナダ政府による規制と圧辿の実態を世界に訴えた。他

に，2在もののテキストも存在する。

なお，その反政府的な言動でドゥ ホボールを扇動したとして， 1901年

強制退去を命ぜられた。Sonsof Freedom の極端な反文明主義に彩密

を与えた一人とも言われる。

27. Bhrcou,Kufi H. r. MaTepHaJJhr 113 HcToprm.llyxo6op4ecKoii ceKTbI. 

(879) 
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M. 1,1. vi. vlsaHOB, 1914. 56 c. 

28. r. n. A. npHe3八 n.B. BepHrnHa K KaHa八CKHM.n.yxo6opuaM. 氷e-
Hesa. Me)I{.D.yHapo.n.HaH rpynna aHTHMHJIHTapHCTOB. 1903. 19 c. 

カナダ紙が報じたヴェリーギン到若の詳報を翻訳，転載したもの。

29. 「peMHBC. nocJiaHHHK 60氷1-111 npo11.aeT 11.yxo6opues lfeKl-fCTaM. 

"fOMop, C8THpa H npolfee". HblOーi:;iopK.6pOOKJIHH. 1961. No. 1, 

c. 21-24. 

30. fyces H. H. Jles ToJicTof, npoTHB rocy八apCTBaII uepKBH, He 

Hanett8T8HHbie B PocCHH MeCT8 113 38ITHCOK 6bIBWero ceKpeTapH Jl. H. 

T OJICTOro. vi狐 811He"Cso60.ll.HOro CJIOBa" s. H A. 4epTKOBblX, 96 c. 
Berlin. J. Ladyschnikow Verlag G.m.b.H. 

出版年は品載されていない。 1905年から1909年に至る卜）レス トイ最晩

年の，椋迎に閲連する論説を丹念にまとめたもので，軍役論，革命論も

大きな比重を占めている。

31. 且yxo6opu.b1.s Halla,11e 19 se1<a. 3am1c1<a 1805 roll.a, PeJI11r1103-

llbte Jl.Bm1<e1111H s Pocc1111, BbtnycK 5. 113邸 HIIe‘‘nocpeJl.IIIIKa"．No.

673. M. A. nc1.11<osc1<11ii II n. 6yJiaH氷e.1907. 24 c. 

厭片者名が兄‘りたらないが，18世紀未から19世紀初頭のド ゥホボール

に焦点を当て，歴史，生活，（i条を紹介したもの。なお， l．ij行者はトル

ストイ らの設＼［したバスレードゥニクである。

32.)I〈IITOMllpCl<aflC. 8. 8JJUJ1.IIM11p八M11Tp11ea111.l6011l1-6pye011l1. l lcTop11-

1rn-riacT11111<11 01<Tn6pc1<0ii pe00J11on1111. "l lcTop11n CCCP". M. 1967. 

No. 2, MapT-anpeJJb, c. 96-104. 

ジ トミルスカヤは糾どというべきで， ボンチ＝プルーエヴィチが「1ら

1.l}いた1..l(J.、や研究歴を， ．芯命50),'J年を叫念して採録したもの。

33. 3116apou I I. C. 0 CO>IOl(CIIIIII opy>KIISl 八yヽ06opa~111. Pacc1(aJ. Ilyp-

.ncii, 3ccckc. A. llcpTKon.Cu060八IIOCC,'1000. 28. 1899. 29 c.,. 

(880) 
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れ者はドゥホポール教徒。 1895年のザカフカースにおける，証史的t..

武器焼却Jii'1苓舟1人としてつづったもVJo

34. ＂l,lCI(pa'’. CI Itl’laJKI C I'CI I ra:ieTa, a 11(）T(）．ヽÌA<ypI la.n Co103a jiv.¥0119 9hIN 
・瓜

0611u111 Xp11cra. 「p.11111<l>opKc, 1;. I¥. 1943-

.s.c.c.の公式機関誌。はじめい ’r1川から出発

，既に1670号を趙えるこんにち，平均70-80ページ辻ての活版と t

l). Jjに2I・[III1J行されてしヽる。ロシア油と J}~話の両語を併用し． ‘ti．叫 9

カナグ内外の新皿，雑誌からのドゥホボールに1関係する、むliの転載，メ

ンパー，l,• 、との In)想録． 諒れのページ． 死亡．心liなど． 極めてカラフル

で ， 恥(£0) ド·”ホボールを知るうえで~uJ欠の沢料である。

トリー ・ボボ7氏で9 !Iはなった1:.,;！くにも「Irt]にページを開放すること

<ヽt1止として紺げ，、ド和と1しtl:．義がスローガンである。

35. 1<aJIMak(）1l l•1. 1•1. jlyX01111hle c 1 91XII Ii IIape)AIII≫IC IIeCIIII nv\()60pIl(.~n 

11 l(mmac. P1111Mo11,'l，1;．K. I•I. 1•l. Ka"'IヽHIIWIJ. 1973. 476 c. 

36. l<JJII609101) I¥．11. 1•IapoAIIOn COIll10.TJbllaSI)'TOIII1)I u Pocc1911. IleplIOA 

(l)C(I、1叩 113‘'o.M. Hayka. 91 977.335 c. 
，ド
i

,

 

＇ー

;J < 
触を(iしてt．ヽZ

37. K.111Gn11on A. I'I, Hnpo..11tan couIIa.']1>IIan yTOIllf9l u PocclIII. 1 9uck・ 

1¥¥. Hoyl¥U, 1978. 342 c. 

38. 1-:oヽIヽ1y11n1tyxo6opon..In "Research program on the U.S. S. R.". 

. Y. Enst European Fund. Inc. 1953. pp. 53-61. 

ー
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39. KponoT1<1111 n. A. 3anuc,m peso,.，IOUIIOHepa.)¥¥. ;¥＼blClb. 1966. 504 

c. 

H木でも邦訳され，よく読まれている 『ある革命家の手四。 トルス

トイと並んで， ドゥホポールのカナダ移住に少なからず尽力したクロボ

トキンは，ちょうどドゥホポールの集団出（和のFtlPl：ここの手記を書き．

ドゥホポールにつき，こう記している。「名もない民衆の建設的な労巳・

社会形態の発展のなかでこれらの建設的な労低が果たす重要な役割が．

私の目にはっきりと見えるようになったのである。たとえば私R.

否定派93者（ドゥホボールツイ）たちの集団（いまカナダ:-u•

としていて．アメリカ合衆国で全而的な支持をえている仲間）がTムー

ル地方に移住したやりかたを目犀したり．彼らがその半fざ共産主義的ふ`

I覗］胞糾紐によってえているはかりしれないぽどの利益を見たり．

"i•両による l}ti拓 I政がすぺて失敗しているなかで ． 、彼らの楢民だけがすに

らしい成功をおさめているのに気がついたりした・・」（出

272 273ベージJo

＂宍．上．

40. Kp) r.rnh'. o. ¥¥on nOC3 lK3 B OOlUlllf)',l)ヽo6opoe."npoce叫 eH1e". 
HbIO l lopIヽ・ 1918. T. 4. ~o. 3. c. 13-15. T. . i, >,:o. -1. c. 9-1.1. 

9,1・ 、 (.J"Iよ小 ill•だが． ビ！,-トル ・ゴーーロフは彼を Iドゥホ小一ヽUC,nn-
、i.i枯な生活を求さうようとしたアウトサイダー」と呼んでいOo

41. ．'1c(lC lCl1A. K. BaCII.911ii BnC11 1henIÌI BcpCluarIIII．氷11.'¥HhII THOpl.fe・ 
CTno. B1ヽ11.: PyCCKIIし‘¥｝ 10̀KIIIIKII. ，¥¥011orpa(f¥1111. Bcpe1uar1m 1.:-心—

1 90 i. 1¥¥ l lClヽyCCTAO, 1958. ('. 38-5i, ('. 345-346. 

ヴェレシチ ャー・＼・ンのカッカースit行の校様を描さ．足tがと・

した

に関するものは12.

リ てし‘ ド・ヽ ＊ポーJL，

12. , lc(1c 1.en ¥. C'b'-Ot'lop1u~ n(" 1060 1CKOIl hヽpJIIItc. ¥.'lphへl1n.

ry(wplIClヽncnp,19l,9C9911し:.1 890 3l c. 

9 リヽコノ(ailむ、9廿て使Jliして行いた．18ttt

ド・，＇’トボーJI,史。

,•1 3. J 1 I I liil 1 101 1《11.n. T ． n，ヽI(、（‘"CI{IIしヽ ，ヽ10,:'101ulIICII ＼ヽヽt"＼＼)‘"hlIヽl ヽ—OヽII 
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HcTOPH'ICCIWii O'ICP"・ "8ce.¥11tpHblii TPY 11.". CnG. 1867. Xo. 3, 

c. 2,15-297. 

44. ]IllliaIIOI} (b. 13. M(）;101は11e11 :iyx0Gopu1,1 n ~'"pa1111e II Hooopocc1111. 

18-ii BC!¥. "Brcrn11" Eupom,1". Cllf>. 1868. T. 5, c. 673-701, 

c. 809-836. 

この冷文はぷ格的なド，h：Kボールに関する学術溢文であり，18Ut紀の

。スクワ ・ア）レヒーフ‘fi料を駆使して， ドゥホボールのルーツに接近し

ている。

45. ．n,193aIIOrl (1>．B. Packo:ll,IIIIKII II OCTpo氷11111<11: ot1ep1m II pacc1<a31,1. 
CI lfi 、¥＼．Xn11. 1872. B 4-x To,,ax. 

ウッドコックが， ドゥホポールに関してiとも既かな，そ して同時に蚊

-、セン七ーシ u ナルな I以典狡料と呼んだものであり• OO説範囲は多岐を

心ている。後年， チェルトコーフやボンチ＝プ）レーエヴィチの多くり1

するところとなったが，仏liりが少なくない。

46. ．！lIIIKIIIOI} （h. 13.l leTopII}lAy.¥01lllhIX XpIIC11laII し910.？IOKaII. OI{CpIOI, 

pncc,rn:11、111 co111111e111m <I>. B. ~il11um1011a. Ca11-<l>pn11c11c1w. fleprrnH 

pycc,rnn.¥lo.-・101rnucK11fl uep1<oe1>. 1979. 721 c. 

ドコ 1ク ， ソ 赳文クリバーノフのこの苫者に対す

捜にもかかわらず，

ーし

。モロカンか．

゜
,17. " •,']IICTKII Cli060,.'l11oro c.10na". No. 3. rlonpc.、1CHIIOClf3llatflle. flo.ll 
ュ． B.llepraoua. cf>enpa.11, 1 S99. 3cceKc. 61 c. 
トルストイ

―̀ 

。また， ソロー

てヽド

パプテスト

32ページに

る。

） 

ljらドゥホ
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48. MaKCIIMOB C. B. MaTe.'IH8pbl,llJIH HCTOpHII pyccKoro ceKT狙 TCTBa.

且eJioo,ayxo6opu.ax Haxo.aH山lfXCHBC爪161-1p11,1817-1820 r. PH3邸 b.

6paTCTBO CB. BacHJilfH. 1897. 22 c. 

49. MaJieHbKHe II MeCTHble)f(ypH8JlbJ. 

"BecTIIHK.n.yxosHOH c0060,nb1". KpecTosa, 6. K. 1961-. 

"JlyHa". C.10KaH BaJIJieii, 6. K. 1963-1964. 

"Mel{ta". rpaHD, <t>opKC, 6. K. no.n. pe.n.. n. n.,aHe.n.11Ha. ro..l 

lleH38, 

叩 pOCB皿 e1me".H. -vi., C山A. 1915-1920. 

"PaccseT D.yxo6opl{ec1<11i'!''. TpyMc, 6. K. no.n. pe...'l. n. H. /¥¥a.100a. 

1954-. 

"CH011c1<aH 3Be3邸 ".KooTH3fi, 6. K. 1962-. 

"C11s:11me". 0四 ewem,e,6. K. no.n. pe,'.J.. r. Ka3aKOBa. 1964-. 

"np1t3blB K MOJIO,ne)f(11". rpaH.n. <t>opKC, 6. K. Co103.l)'XOBHblX 

06山1111Xp11cta. 1960-. 

‘‘yTCU」e1111e".Otl{ewc1111e, 6. K. no.n. peュ． 8.8. KaH11raHa. 1962-. 
"Xp11ct11a11cK11ii nepcu". fpaHD. <t>opKc, 6. K. no.n. peュ． n.MeユBe・
邸 ea.1962-. 

50. MaJlOO n. H.且yxo6opUbl,IIX IICTOptm, >Kll3llb 11 6opb6a. K 50-

JlCTIIIO npe6bl831111Sl.nyヽooopueoo Ka11ale. Tp) ~1c, 6. K. 1948. 607 c. 

ぷ者はかつてトゥホボールのうちでも狂(;,JKに属していたが(.')ち独立

派となり， ドゥホポール史を内部から，り<i，妙Jし2栄社をになった。それ

まで殆ど部外者によって｝｝わされてさたトゥホボール史ふこかを端m
にrlfr~'(Iする。主観と偏 Iii]を排したりさ 1「な箪lt，ヴェリーギンしT カナダ到

『｛＇r炉の恥火をよく捉え，第二部では1リl臥，私(j戸ピの他の査料を§‘`‘‘
C.収SKしている。

Doukhobors: thC'ir history, life :lnd stn屯gle. Tr:lnst1tion of 

the above. Thrums, B. C. s. n. 1956. 607pp. 

51. Mn.-1ht111cn B. I I. Hopo ・011ヽlし‘1tpl'101111no nponmona An~n,'・＼ヽIt.'・

"Wit'ncr slnvistisrhl'S J:-ihrbuch". ¥¥"irn. 1966. Bd. 4. S. 22-31. 

8 8 ・l 
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52. J¥¥e.1111KCeT-OCK JI. JI. H3 IICTOplill,l) xouopou B fp)-31111 19 BeKa. 

「UIIJIIICJI.'「6II..IIICCKIIii roc)入apCTBCllllblil)'IIIIBepc11TeT, 196-1. 

UTOpC(l)Cpa1 AIICCCpTaulIII. 33 c. 

53. 1¥¥cm,1111,wu n. 11. Otrepnll IIOHOBUllllll>I. no.111oe coopam,e COYIIIIC・

1111n. 1-b;t. lllopoc. er If,. }¥. <.I>. 1¥¥ap1{r.. 1909. T. 7, c. 381-409. 
メリニコフの功船は，分離派の実数を把握するため，社会玩n十学の）i

去を駅位し．i’im：な統計デークをまとめている点にある。

5,1. i¥¥1npox1111.「I.H. H .'3V̀ICIIIIC CCKTaIITCTIKl (｝ ‘raMu013CKOII Oぃnacm,no 

,¥KI'1'Cplla.9.,a.＼9 3KCIICilIIIUIII AH CCCP.“BorlpocbI (l)11.7（）CC)巾1111". ,¥¥. 

1960. No. l. c. 143-141u. 

改少ないソ辿の頭似論文の中で，ひときわ目立つ良ifの研究報告であ
る。成限はソ辿,Itl：ではなく ，狭い，地）i的なタンボ7地区に限定され

ているものの，N. Struve が「媒端源の現状につtヽ ての，唯一の科学

的な刊行杓」と評している。

55. A¥opralICIi ll. 「lIICh¥IOil. A¥opralICHa k.,1116aIIOIly. A. H.,A(）1ぐ10p) 

11crop1111cc1<11.x 11ay1, B CCCP. 27,:1e1rn6pH, 1975. C npc;u1c.11ou11cM 

IIl)-aIIr.111nC'1911「I.n. Jlere6mmnn. Kacr.'.1crap, G. K. 1976. 13 c. 

これは．197,l年にソ辿の行名な宗教史’文クリヴァーノフの冷文『宗教

的分割派のUt界で』に対する批判の手紙である。いささか私的な狩料に

息われるが．‘ノ辿囚 l勺ドゥホボール共同体の (i廃の iJ~rは経過に関わる平

んでいるので．敢えて採録した。

56. i¥¥ypnroB i¥¥. l3. llyxo6opu1,1 n socrotmoii C11611p11 n no.10mmc 19 

ue,rn. "I lpKyTctrnii、'HlmepCIITCTCKllii c6opmtK''. MpK)'TCK- 1923. 
9. 5. c. 75-91 26. 

゜

ーノ 7とノヴィツ干ー

こより、，沈刑中のド

57. H11>Keropo.1eu 

をペースに．イルクーツク裁

＊ポールの実態を把捏しようとし

"¥1.,IIOTq.） PyCCKIIC KOMMyHIiCTbl =AyX060pbl． 

（蕊5)
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,¥¥....¥.II. ¥¥aヽIOHrOR. 1906. 15 C, 

1891'f・カ フウースの ドゥホポールを訪問したおりの

゜
58. Ht1K0.1bCKffii H. 1¥¥. .ilyxo6op1tbl e ~,o.10kaHe. B kH. ： HcTOplIn 

Pocc1111 u 19 neKe. Cn6. 「pauar. 1907ー1911. T- 5, c. 261-275. 

59. HOBllllt<llii Q.』＼¥.Llyso6opubt: 11x 11crop11H II eepo~'feHue. lhふ

2-oc, ncpCJ1CJ13HHOC II J1000,1HeHHOe. K11ee. さ;m1Bepc11TeTcnaHnmo-

rpa巾Ifft, 1882. 282 c. 

初期の本格的な研究として，見逃すことの出来ない

る。秤者は正教会の司祭だが， ドゥホポールの教殺と信仰を

頂 ・淡約。 ：iE史を持たなかったドゥホポール自身にもカテキズムと

て利川された。諏は．博土号を取得する目的で．，キエフの

- 4 ， ． 

「ドゥホボール試沿」として発表され，Iえるかにコンパク トでヽ ンヽデ，イ

ーであったため．Jヽクスクウゼン1こよれば． ドゥ＊ボールの間でひっI.:,

）凧となり，莉価な価格で光買されたという。ボンチ＝プルーエウ貪ィチ

によれば，切版のほうが茄かに公正であったが入手I

る。

60. （）6p;llllCIIIIC K0198ACKIIN 1) ＼060p0(i ko BCCヽ9'110AnヽIII .:'lpyr,IICA0ky• 

IヽCIITIヽI110 C 10.'IKl!Olll~IIIIIO ・Iヽ:C K:1113.ilCKIIヽInpaIiIIm.9bCTBOヽ,.C npい・
J11IC.90(lIICM I l. 13llpIOKOIln. 0IICKC. oko.no 凡•OIC13hi. 1901. 64 c. 

1. 06IIlCCT110 }人＼’•V)6opllし‘" K.llla.19J. yC'mlぅ 06lllCC'TI33

I、OIIn,.l.hl. C.1 1NI(）. hlヽ． 196i. 14 C, 

62. （）'‘¥ 1CIIIn r. n-9ヽ O('iOplヽl. n,‘9‘) (‘CKIIC IヽKaII3即＂．
Toronto. Feder:ttion of Russian C.rnadi~ns..195i. .Pu• 

136ー1ヽl6.

,p te 

ll3. O・,い(lllCI{99jiB. K IICT()pIIII py¢ぐk(‘’'(、w.`而()P̀9CCT1ぅn. ＂（ヽ応
IIIIしヽ". Cl ll;． 1 905 oヽ. 9. (". 27-5ti. oヽ． ，1()． c. 145-203. xo ll-
12, c. o2- ~0. 

/1¥l日r ＂一ぷソ を描し、たb.、点記
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64. naHKpaTos A. C. I lw.yw.em1e 6ora: o4ep1<H cospe,1e11Hb1x pe.111「1103-

HblX 11cKaH11ii 11 HacTpoeH11ii. M. A. A. Jlese11co11. 1911. I & II. 

193 C, 11 191 C, 

65. no3;i.11n1<os B. Pacc1<a3 :ty:"-.o6opu.a Bac11 no3.J.llnKosa. C np11.10-

ンKeH11e~1,lOl<Y\leHTOB 06 113611e111111 II 11311ac11o11088Hllll J.yxo6optteCKII:¥ 

碑 IIlll.IIlika3akaヽ111. no入 pe..'.I..11c npm1etta111rn1'111 B. 6011tt-6pyern1lrn. 

f a11u.. A. LJepTKOB- 1901. 45 c. 

66. nonos 11. A. Pacc1<aJb1 113 11cTop1111.lyxo6opLtes. 2-oe 113.il-「paIIA

中opKc. 11cKpa. 1966. 46 c. 

抒者のポボフはドゥホボール史の正史確立に内部から行手した数少な

,.、先駆者の一人で，）廷尺版（別掲）もあり，セルカーク人学人苅'‘j゚：叢ぽ

203に合まれている。

. .¥ tales of Doukhobor history. Translated by J. Wishlov. Castle・

gar, B. C. Selkirk College. 1977. 36p. 

67. nopaKIIWB几1113. ~I. 且yxo6opbt s rpy3u11. T611.111c11. 1970. 1-16 c. 

古ぱ，無神論の I‘r．楊からのイデすロギー的rliji是が先行しているとは

いえ，分離派の中でも左焚に位荘してきたドゥホボールを，社会学の手

法により現実の中でより公正に捉えなおそうとする姿勢がうかがわれ

る。‘ノ辿における新しい研究fdiIUjの端猪として注目してよい。

68. nHTIIIIUKlli'I 11. I{. CeKT8 CTpaHHHKOB H 紐 311c14e1111e B pacKo.1e. 

Cn6. 11..TJ. T,•3osa. 1912. 238 c. 

69. P. Jl. Bue 3a1<0Ha. "Ocso6o>K..le1me". CTyTTrapT, rep'1aH11rr. 1902. 

Xo. 1, c. 76-101. 

この骰名の評論は，良心の自由を将屯すぺきとの立J:りから， ロシア政

.iならびに教会の異端派弾圧へ征判の矢を向けている。なお，掲載唯誌

はは1外に拠ってロシア政府を批判するリベラル左派により，19021.・・7月

1日に創刊された。

(887) 
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70. Pb16m1 C. Cl>. T py JJ. H MllpHaH)t(H3Hb. McTopuH JJ.Y xo6opuee 6e3 

,1acKH, CaH <PpaHCIICKO.八eJio.1952. 338 c. 

特定の集団の内部に位閥して，のち集団から離脱した刈間の立坦は令

妙である。抒者の）レイピンがそうであり，カナダ ・ドゥホポール初代リ

ーダーであるヴェリーギンの通訳として活躍し，次のヴェリーギンと 4

親交があったものの， 1927年にはカリフォルニアヘ移った人物であヽ ），

内部のメンパーによる批判は厳しい。しかしながら，元来無箪にも拘わ

らず，真実を再現しようとする努力には、lt々 ならぬものがある。
Reibin, S. F. Toil and peaceful life: history of Doukhobors unma・

sked. Translated by J. D. Buhr & I. A. Dyck. Clearbrook, B. C. 

J. D. Buhr. 197? 250p. 

71. Pblll氷yc1<叩 n.f. A11T11ttep1'08Hble.J.BIi油eHIIeB m tヽ60BCKOヽ1h'.pae 

60-x ro.ll恥 18Bet<a. "BonpOCbl IICTOp1111 pe.111r1111 II 3Tell3'13...,¥ ¥. 

1954. T. 2, c. 154-193. 

72. "Ceo60JJ.11oe c.11000". no.n peA・llcpTKOBa. 「nmt,A11rmrn. 1901-

1905. No. 1ー18.

『r111)な名梨』と題されたこの雑誌は，1899年8月1日にジュネーウ・

においてピリュコーフにより削刊された雑誌『flrllfふ思想』を継承した

ものである。チェルトコーフの印刷所は，炎OIいとロシT出でじに卜Jl..,.

トイ の代作を刊行した。 ；は 1;t，{.(.ぅっち．

111'瀬，恨代を収録して， ロシアlhl内の認=r.・1cr斥えた。また、シリーベ
として，例えば卜）レストイ 1こ吼ヽしはJ‘iドのような糾fや勺l＼し1‘` 
Cn060..'l.11oe c.,ono 8. 06 0T11ome111111 h'. rocy 1.opc-Tny. 3ccch'.r. 1900. 

C110Gon11oc c.10110 17. Ile n poJ. l'nt11l• 1905. 

CnoOO/¥IIOC c.1ono l2. I k y611, no t1ono'¥) y611ikr1ヽah.Opo.,ヽ1

l'yMOe1・Tn. 3ccc1<r. 1900. 

CnoC>o,¥11oc(.‘⑩ no 96. ll1'O II”‘110 pa()0̀IC99} 91apo 1} ? kaK OCI\0• 

c,o !l.11 rtヽC9lp06か1CMyllopo 1．ヽ？〇ll()('Iヽ060'.lf¥.'¥C1911113畑 ・1ll

110 CIIC応 ICl‘CllplI、『¥>hOp)l¥a.l'llllll, 1905. 

CII060)lll(）c c.'l(）I10 98. nc.111hlli¥ rpcヽ． l‘:IIIIl.1 90、,．

II(）60}tll訊‘C.’l(.）I1099. IiAIIIIOCllil llmpCllv : (ヽ rt‘‘9.'¥apC,TI}C1111l‘"

｀ゞ）



「ドゥホボール研究文献目録」 ー 19-

BJ18CTH. faHu.. 1905. 

73. CKaJIbKOBCK雌 A.A. Pycc1<He邸 CCH八eHTbl8 HosopOCCHH, "f<HeB-

Cl<8H CTapHHa". KHeB, 1887. T, 17, c. 771-782. 

策者が若い頃訪問した黒海沿岸の ドゥホボールについての回想記。

74. CKB0puOB B. M. npaB八a0 3akaBKa3CKoii 八yxo6op如eckoicekTe. 

KHes. YI. YI. Co1<0Jios. 1898. 40 c. 

筆者はこの翌年の1899年にも， 「壁者ドゥホボー）レのアメリカ移住運

動」を苦き，この頃のドゥ ホボー）レの動きを逐ーフォローしている。

ただし，正教会の正式認可を得て習かれたこの小冊子は，正教会の立

場を擁設し，その見解を代弁したものと言えよう。トルストイらの支持

を牽制し， ドゥホボールをアナーキス トと捉え，カ ナダ移住に好意的な

内外のジャ ーナ リズムを駁論しようとする試みである。

75. CKosopo八ar. C. Co6paHHe C04HHeHHH, T, I. ens. 1912. 544 C, 

識字率の低かったウクライナ ・ロ シアの腹民を主要メンバーとしたド

ゥホボール集団は，内部から 自己史を構成することが遅れ，初期には局

外者や部外の同調知識人の手で，歴史が世かれた。 18世紀ウク ライナの

傑出した知識人スコヴォロダーもしかりであり，政府公文習，古記録に

ドゥホボールが名を止めるに至ったのは，スコヴォロダーの功絞と言っ

てよい。

76. CopOKHH C. C. noc⑬ HHH, nHCbM8 H pe咄 ， 1948-1954.C npHJJO-

)1<eHHeM TTHCeM H pelleH n. B. BepHrHH8 H n. n. BeptffHHa. 1954. B 

2-x TOMax. 84 c. H 94 c. 

ソローキンは 3年半に及んで，所聞「自由の息子」あるいは「フリー

ドマイツ」の間で強い彩密力を行使した，ヴェリーギン三世の偽称者で

ある。 1929年にソ述を離れ，巾近東やヨーロッパを転々としてカナダに

辿り芯き，マルコーヴァのカナダ到若迄， ドゥホボールを欺き続け，拠

金を持ってウルグァ イに逃亡した人物である。「自由の息子」派の一時

代を理解するうえに，逸過し得ぬ人物である。なお，ソロ ーキンのカナ

ダ滞在は1949--1952年であった。

(889) 
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77. CopoKHH C. C. TpH.llHH II Tpll HOYH B 38「po6Hofl:-KIIJHu. KpecueHT 

BaJJJJeii, 6. K. 1950. 197 c. 

78. C0103.D.YXOBHblX 06皿 1HXp11cTa. POih:,leCTBeHCKlle CTIIXII II neCHII-

rpaII.ll.<PopKc, 5. K. v13.:t- Co103a JJ.yxoBHhIX 06山11HXpncrn. 1976. 

26 c. 

79. Co103.lYXOBHblX 06mm1 XpucTa. C6opH11Kュyxo6oplfec1mxnca 1ヽ108,
cT11xos II neceH-rpaH.a <PopKc, 6. K. Col03ュyxOBHbI.¥06lllliH XpIICTa. 
1978. 752 c. 

ドゥホポールかこれ迄長い歴史の中で改い粧き，祈り粧いできた聖

歌，詩篇，古謡を1A大成した，パイプル的性格を持った只可なハンドフ
ソク。元来文字による伝統の形成を排斥してきたドゥホポールは，歌と

語りでr」己史を伝承してきたが，こび段陀て漸<‘｀成の試みかこ町し
た。ポンチ-7ルーエヴィチが， ふうドゥホポールをいみじくも r生き
ている本』と呼んだ。これからはこの本を手に， ドゥホボールは歌い

けることになろう。また，ロ シアn:．教，分離派，In教徒の伝統迄が一ぎ
受け継がれているところから，現代‘ノ述に迎絶えたに続と文fしを伝えて

いる点ても，典味深い。なおここでは‘,19l愛したが，他にレコードやテー

プも存在することを(、j•19じしておく。

80. Co103 ;,tyxon11b1x 06山1111Xp11cTa. CT11ヽIIII nco.Utbl,1..1H.,leTen II 

~10.no11.c氷11. r pa11 JJ. 曲0pIヽc, 6. K. KoヽIIITCT 1eTCKII¥ nockpecIIhlヽ

co6pa1111ii C且ox.1971. 68 c. 

81. Union of Spiritual Communities of Christ. 

KaTaJJor 1m11r A Uc11Tp邸 bt1oi¥ G116.1110Te1~c Co103n -l~ ¥.OBHL'1¥. 06山IIH

Xp11cw.「paII1(bopl<c, B. K. 1956. 

.1imcogrnphed. 

82. Co10:1 1rn1lll ・¥c1<11¥'.,rty:xoGopon.,1y¥onmヽlCCTII¥II I! llapo1liue ncclIII. 

Cnc1rn11j n11. Co10J 1<011n.1.c""'.,.y,o6opon. 196~. -108 c. 

(. 890) 
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83. Cy.9Cp;KIIUKIIiiJI. A.B AMCpl1ky c..1y.X060paMII. M. I IocpCAIIlik. 
1905. 331 c. 

ドゥ＊ボールのカナダ移住に隙して， トルストイの勧めに応じて果た

したスレ）レジッキーの役割は大きく ，単なる通訳 ・仲介者以上の困要な

ものであった。

Sulcrzhitski, L.A. To America with the Doukhobors. Trans-

lated by L. Kalmakov. Introduction by M. Mealing. Regina, Sask. 

Canadian Plains Research Center. Uni¥・. oi Regina. 1982. 215p. 

8,1. Cyxopcn B. J¥. /.10KyMe11Tb1 uo lfCTop1111,1y.,06opnen 11 1<paT1rne 

ll3,10)1{e1111e IIS nepOIICJIOBe只aHHH,Hopュ1{II.1A0.waII,'¥＼311IIT06a.19114. 
302 c. 

スハリ gーフは1930年代にヴェリーギンの私誌秘円を勤めた人物であ

沿二次iit界大戦の現実の中にあって，「汝，殺すなかれ；の実践”←
理を）9きく叫ぷことにより，戦争に反対するドゥホボールを強く印魚づ

け，また内部の大I口］団結をはかるぺく ，本因を{fいた。

85. Tau B. r. Jlyxo6op1>1 u I〈alf邸 e.C06paIIIIe coq111ICHIIh. T. 7. CIlE. 
「lpocueme1111e.1911. 245 c. 

者はニューヨークに此＜滞在して都会文明に飽もちょうど指祁省

ヴェリーギンをロシアから迎え，緑翌かなプレーリーで新jJ地開拓の、

に燃えるドゥホポール共同体を1902年に訪問した。その折りの心録で

ある。

6.TcoeHKOU M. Ay.＼'060pllb9,.IIX yqeHIIe. opraIi113auIIR II HacTO9UlCe 

no.'IO油Ke1111e. "PyccKan crnpmra''. l¥¥¥.1896. T. 87, c. 257-293 11 

c. ~l93-52v・

7.TyraII-BapaIfOBCKIIn M. 11.BenIIqanu』anB mヽpeKO．ヽI＼IVfiliCTIIqeckan

oprm1113au11R o5l1l11Ha.nyxo6opoe. 6116.1111oreKa Kooneparopa No. 57. 

• apbKOB. BcepOCCJ1iicm1A ueurpa.1Jbllbl,iCOI03 norpe611re.1bHblX 06山e-
CTH, 1919. 40 C, 

＇ 
る「合法的マルクス で知られ，その恐慌理冷で吝名とt

(S91 
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ったツガン＝バラノフスキーは早くから 協同組合にも腿心を示し， その

シリ ーズの一つとして本苫を著した。しかし，ヴェリ ーギンに率いられ

たカナダ ・ドゥホポールの実態をやや美化しているものの，著者は革命

後ソヴィエト政権の政策に対比して， ポリ シェピキの強引な方針を暗に

批判する ことに，むしろ力点が四かれている。

88. 如e.n.opeHKO<P. CeKTbt, 11x eepa H.n.eハa.M. noJIHTHl.{eCKaH.111Tepa-

Typa. 1965. 358 C, 

89. XapJJaMoe vt.八yxo6opUbt.I lcTOpHtteCKHii ottepK. "PyccKaff.、lblC,lb".
M. 1884. T, 5, No. 11, c. 138-161. No. 12, c. 83-114. 

18世紀からのドゥホボール屯団の発展史を，上としてノヴィツキーに

基き再説したもの。

90. XOMHl<OB8 C. 且yxo6opbt, M. JleJJo. I lcToputiecKaH C116 .. 111oreKa 

No. 33/34. 1912. 159 c. 

91. 4ep1100 M. M. (cocT). C6opH11K.llOKyMeHTOB Coioaaュyヽo6opuee
l〈aHa邸 III 06山ecTsaJJ.yxo6optleB Km1aab1. KacT.1erap, 6. K. Coioa 

JJ.yxo6op,leB Ka11al).b1. 1973. 228 c. 

92. LfepTKOB B. r. Hanpac11ast沢ecTOl<OCTb, TOM, ll)'~HO ,111 ふ99

npOBIITCJlbCTBa n.e.'IOTb r.iyttCIIIIKOB 113.'110.lleii no CBOll:¥I pe.11trll03Hbl:¥I 

y6e>K.n.e1111nr.1 HC r.1oryuu1x)'48CTBOB8Tb 8 BOCHIIOi¥ C.1)戒 6e.2-oe ll3n . 

.no11八011.B. l!cpT1<oa. 1897. 24 c. 

ロシア，キプロス，カナダの介岐を通し， ドゥホボールに1

な情報を図 l：すると同時にllt界に向けた1U論 If城にチミル トコー
たした 1．~:,,Jは人き い。 ビ リ と入コーノと共に師 卜 Jし入 ト イの r、 し

工セック人とハン ‘‘1で逗lりj刊行物『1・11l1なn・咄』を出し和t.シ＿` ふー
ヴのヒリ ュコーーノと辿冊し＇またイギリス(,').,:.r．ーカ--のt心力でドゥホ

ボール支援に似人の効果を発揮した。）jll！りしたl‘’°¥

、．、リーズに t:lシ｝．＂li-C、1収、たものを付記しておこう。

Cl3060lllIOc c.101lo l l. 1‘.1l、6paTTI30il ? 3CCl‘KC. 189̀，. 

(89'2) 
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Cso60ll.HOe CJJOBO 33. <PHIIJJHH/l.CK雌 pa3rpoM: c6opHHK. 3cceKc. 

1900. 

Cso60ll.HOe CJJOBO 4i. npaKTHYeCKIIII yYe6HHK a11r.111r1c1<0ro H3b1Ka. 

JlOH.ll.011, 1900. 

Cso60A11oe c.11000 88. vlcnose)lb ceKTa11rn. faHu. 1904. 

93. L!epTKOB B. H A. (cocT.）且yxo60pUblB.ll.HCUllnJJHHapuoM 6aTaJJb-

OIIe raHu,AHr,1HR.A. qepTKOB. 143八att11eCso6o.ll.HOro CJJOBa No. 

53. 1902. 64 c. 

チェルトコーフの出版活動には，人きな転換点が存在する。 ィギ リス

亡命後の1897年から1902年迄は， ボンチ＝プルーエヴィチが編集に参加

していたが，それ以降の時期分離派の評価をめぐって見解の相迩が明

確となり，後者は編集から除外されるに至った。出版地変更の一困は，

そこにもある。この著作は，新編集部による第一弾であり， ドゥホボー

ル［l封の手紙と淡話中心に心辿された軍隊におけるド ゥホボールの行動

を，反戦 ・反軍ではなく ，「改， 殺すなかれ」の信仰箇条に）J点をおい

てとらえようとする。

94. L!epTKOB B. r. nepece.1JeH1-1e HKyTcK11x.n.yxo6opos s KaHa八y."CBo-

60..l11oe c.1000". ra11u, AHr.11-1H. 1905. No. 18, c. 41-43. 

シベリア流刑のため一足遅れたヴェリーギンらの， 1902年カ ナダヘの

出国に触れたもの。

95. LUep611HHH M. A. 01..1ep1<u >Kll3HH cpe..:J.H)1.yxo6opos. "npocsew.eHHe". 

Hb10-nop1<. 1917. T. 3, No. 10, c. 5-6. 
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ヤーコヴレフは，ゴルバチョフ政権下のソ連て一躍有名にな った改革

派のプレーンである。 1983年世界経済国際関係研究所長，1986年党占

uじ，昨年には更に政治局且に送ばれている。今や，‘ノ追の文化政策のみ

ならす，内政外交においても巫要な役割を演じつつある人物である。そ

れがカナダでこのようなドゥ ホボー）レ論を占tヽているのは，プレジネフ

時代にカ ナダ人使の任に就いていたからである。これが1982年に刊行さ

れたタ ラーソフの仕事に剌激されたことは間迩いなく ，主としてスハ I'
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パツーミからドゥホボールが出沿し，カナダヘ到がi後に苑し伸ぺられ

た様々な援助が描かれている。
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59. Cormie, J. A. The strangers within our gates: the foreign popu-

lation of the Canadian West. "Westminster". Toronto. v. 4. 

1904. pp. 343-348. 

カナダ ・ドゥホボールから， トルコのス）レクンヘ‘片てた移住咬願苫が

所叔されている。

60. Cormie, J. A. Will the Doukhobors survive? "University Maga-

zine". Montreal. No. 10. 1911. pp. 589-596. 

北サスカチュアンのドゥホボール探訪心。粍済的成功に感蝶し つつ

も，利潤の州1人と個人l・：義の合頭にドゥホポールの木来を危ぶむ。

61. Cottingham, M. E. The Doukhobors an experiment in commu 

nism. In her "A history of the West Kootenay district in British 

Columbia." M.A. thesis in history, Univc-rsity of British Colum-

bia. Vancouver, B.C. 19,17. pp. 263-318. 

(90,t) 
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学位論文としてはやや時論的すぎるが， ドゥホボール共産体がJ塁業を

生業図体として成功している状況が，強制， 服従，絶対的独裁の装四無

しに維持が可能であるかどうかを検討している。

62. Crosby, E. H. The Doukhobors in Russia and Canada. "Missie-

nary Review of the World". London. No. 2. 1899. pp. 817-823. 

63. Curtiss, J. S. Doukhobors. In his "Church and state in Russia: 

the last years of the Empire, 1910-1917". N. Y., Columbia. 1940. 

pp. 80, 139, 154—156, 163-164, 333. 

教会権）Jと異端派との緊張閲係に於いて果たす，抑圧機関としての国

家の役割と政教一体化の実態を解き明かす。

64. Dafoe, J. W. The policy of Sir Clifford Sifton in encouraging 

the immigration of farmers, including Doukhobors, to the Cana-

dian West. In his "Clifford Sifton in relation to his times". Toren-

to. Macmillan. 1931. pp. 137-144. 

65. Dahrin, R. Doukhobors and peace protest. "Prometheus". 

Vancouver. v. 2, No. 1. 1965. pp. 17-19. 

66. Davidov, A. Grandmother's great trek: an essay on Tina 

Lavrenchenkov's life. Castlegar, B. C. s. n. 1976. 50 p. 

67. Davidson, J. T. D. Conflict in the classroom: the Doukhobors 

versus public school education. Surrey, B. C. author. 1972. 19 p. 

，沢教の他に，異なる文化とこ・品を持つ少数1よ団としてのドゥホボー）レ

が，教介社会学 ・教育行政学から兄ると，どのような問題を生ずるか

か，この論者のテーマ。そして，翡校教帥の体験を持つ論者は，次世代

のドゥ ホボールが辿学意欲を強くぷしているところから，問題鮒決に楽

観的な見通しを示している。

68. Davis, J. Doukhobors. In his "The Russians and Ruthenians 

in America: Bolsheviks or brothers?" With an introduction by 

(905) 
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C.H. Sears. N. Y. G. H. Doran. 1922. pp. 81-82. 

著者は DartmouthCollege助教授。この本の執筆当時，ロサン ジェ

ルスには50人のドゥホボールが居住するとの記述がある。

69. Davis, M. The Doukhobors. M. Davis and J. F. Krauter, In 

their "The other Canadians: profiles of six minorities". Toronto. 

Methuen. 1971. pp. 73-86. 

70. Dawson, C. A. The Doukhobors. In his "Group settlement; 

ethnic communities in western Canada". Canadian Frontiers of 

Settlement, v. 7. Toronto. Macmillan. 1936. pp. 1-91. 

苫者は，McGill人学の社会学教授。 OO心は， ドゥホボールの腹業と

経済問題にあり，鉄逍の散没がドゥホボールの上地所有，人n,収支芍
にどう彩籾したかに焦点を‘',1てる。

71. Dawson, C. W. Stray religions in the far north-west: Doukho-

bors. "Living Age". N. Y. 1907. pp. 266ー268.

サスカチュワンの Canora に新たに人hliしたドゥホボールを描く。

新人柏者述への偏見のl以因にも名）女。

72. Demoskov, II. & A. IIcnnacy. Svobodniki. In their "The one-man 

revolution in America". Salt Lake City, Utah. s. n. 1970. pp. 29^一
329. 

73. Dorland, A.G. Philanthropic assistance by the Quakers to the 

Doukhobors during their first yrars in Canada. In his " . .¥ history 

of the Society of Friends (Quake-rs) in Canada". Toronto. tlnc・

millan. 1927. pp. 256 257 and pp. 287 289. 

カナダ政府が， ドゥホボール人hltl(WJJlUllt附で 1：地対策に失敗したこ

とを追及し(.lヽ,;)0 

74. Doukhobors and education. "R. C. Public St'rvi 

Victoria, n. C. v. 1. No. 1. 1925. pp. 5-,,. 

(906) 
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無署名の評論。 1916-1924年間の， ドゥホポール子弟学校登録者数に

関するデータを）芥げ，また土地諜税にも触れている。

75. Doukhobor Curriculum Committee (U.S. C. C.). Doukhobor 

school curriculum and programmes. Grand Forks, B. C. 1986. 426 p. 

正統派ドゥホポールの組織 u.s.c.c.のチ弟は， 似則として地域(j)
公教育学杖に通学している。その代わり，組糀はロシア ・ドゥホボール

の信仰，又化， 伝統を保持し伝承する為，独1、1の Russianschoolを，

Fructova Heritage Centreに開設している。放謀後や[.ilI祉日に，この

学校はフルに機能している。

76. Doukhobor colony at Brilliant. "Fruit and Farm". Vancouver, 

v. 4, No. 6. 1913. pp. 202-204. 

77. Doukhobor co-operators: every man must work to the best of 

his abilities for the good of the community, through the welfare 

of which he individually is benefited. "Agricultural Journal". 

B. C. Dept. of Agriculture. v. 9, No. 5. 1924. pp. 108-109. 

78. Les Doukhobors et le gouvernement du Canada: appel a l'hu-
manite. "Revue Blanche". Paris. t. 25. 1901. pp. 81-96. 

同。志編比部釦と見られる。 センサスをめぐる Yorktonのドゥホボー

｝レの政府宛て吹願内， M.Moodの勧告文，知 ll-の拒否ft11答文，新天地

を求めるドゥホボールの114際アピールなどを紹介。

79. Doukhobors in Canada. "Canadian Annual Review of Public 

Affairs". Toronto. 1932. pp. 422-425. 

渚紙の関也＂己 liを抜粋し，比録したもの。前年度の “Globe","Regi-

na Daily Star", "Vancouver Province", "Leader Post", "Canadian 

Press Despatch", "The Mail and Empire", "Manitoba Free Press" 

が‘ノース。

80. Doukhobor settlers in the North West. "Canadian Annual 

Review of Public Affairs". Toronto. 1902. pp. 341, 364-366. 

(907) 
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トルコのスルク ンに送られた，再移住許可の咬願臼テク ストが掲載さ

れている。

81. Doukhobor settlements in British Columbia. "Canadian Annual 

Review of Public Affairs". Toronto. 1919. p. 796. 

ドゥホボール共同体の土地所有に関するデータが四璽。それに依る

と，B.C. とサスカチュワンの共同体所有地は4万エーカー。評価額

は200万ドル。 1919年 5月3日付けでヴェリ ーギンの公表したデータと

いう。

82. The Doukhobor story from Russia to the Castlegar district. 

"Castlegar Historical Review". Castlegar, B. C. v. 1, no. 1. 1952. 

pp. 1, 4, 12. 

P.V. ヴェリーギンの死後，CCUBの財政状況は悪化した。その時

に反省す11.Jき問題として登批したのが，技能労働者の注成であった。こ

こでは，その問題がテーマとなっている。

83. Doukhobor Youth National Executive Council (DYNEC). Doukho。

bor participation survey 1972. Castlegar, B. C. DYNEC. 1973. 

15 p. 

84. Duchoborzen in Transkaukasien. "Baltische Monatsschriften". 

Riga. Bd. 11. 1865. S. 2,10-250. 

85. Duchoborzen. "Westminster Review". London. v. 50. 18如

pp. 271 273. 

M. Wagnerの DerKnukasus und dns Land der Kosaken in den 

Jahrc 18-1318-16苓論評したもの。エカチェリ／ダールから，h濯jIt

でカノカーースの山中に K移Ilりするドゥホボールの卜次列。 ,vagnerはそれ

をI:凜した。

86. Dunn, E. Religion as an instn1ml'nt of culture change: the-

problems of the sects in the Sovirt Union. E. Dunn ~nd S. P. 

(908) 
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Dunn. "Slavic Review". N. Y. v. 23. 1964. pp. 459-478. 

おしどり研究者による侵れた共同成果。当時夫妻はカリフォルニア大

バークレイ校の国際研究所のスタッフであった。ソ ビエト政権の初期に

おいて， レーニンらが権力を強化するため，異端派運動の合流を求めた

ことの， 文化史的意義を指摘したもの。

87. Dunn, E. A slavophile looks at the Raskol and the sects. 

"Slavonic and East European Review". Menasha, Wis. v. 4. 1966. 

pp. 167-179. 

筆者は，アメリカ合衆国で最も長くドゥホボールの研究に携わってき

た第一人者。ここでは，スラヴ派のイヴァン ・アクサーコフの分離派 ・

異端派論を取りあげ，共感と反発の二面に光りを当てている。

88. Dunn, E. Russian sectarianism in new Marxist scholarship. 

"Slavic Review". Seattle. v. 26. 1967. pp. 128-140. 

89. Dunn, E. Canadian and Soviet Doukhobors. An examination of 

the mechanisms of culture change. "Canadian Slavic Studies". 

Montreal. v. 4, no. 2. 1970. pp. 300-326. 

90. Dunn, E. The importance of religion in the Soviet rural 

community. In "The Soviet rural community". Ed. by J. R. 

Millar. Urbana, Ill. Univ. of Illinois Press. 1970. pp. 346-375. 

91. Dunn, E. American Molokans and Canadian Doukhobors : 

economic position and ethnic identity. In "Ethnicity in the Ame-

ricas". Ed. by F. S. Henry. Chicago. Aldine. 1976. pp. 98-114. 

ドゥホボールとモロカン派とは，文化的にも民族的にも近接している

が，モロカン派のみに専ら光りを当てた別掲論文に対し，ダンはここで

2派の比較を試み， ドゥホボールの特徴を幾つか浮き彫りにした。モロ

カンは， ethnicity の保持に迫害と偏見がかえって好いとこれらを甘受

するのに対し， ドゥホボールはカナダ政府の支持と承認を，固有伝統の

保持に不可欠の要件と見ているとする。

(909) 
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92. Dunn, E. Religion and ethnicity : the case of the American 

Molokans. E. Dunn and S. P. Dunn. "Ethnicity". N. Y. v. 4. 

1977. pp. 370-379. 

93. Dunn, E. Molokans in America. E. Dunn and S. P. Dunn. 

"Dialectical Anthropology". Amsterdam. v. 3. 1978. pp. 349-360. 

94. Dunn, S. P. The peasants of Central Russia. S. P. Dunn and E. 

Dunn. N. Y. Holt, Rinehart & ¥Vinston. 1967. 139 p. 

95. Dunn, S. P. Sovietology old and new. "Canadian Slavic Studies". 

Montreal. v. 3, no. 3. 1969. pp. 565-574. 

96. Elkinton, J.P. The Doukhobors in Canada up to date. "The 

Friend". no. 101, 9th month. 1927. pp. 163-165. no. 101. 10th 

month. 1927. pp. 171ー172.

97. Elkinton, J.P. Correspondence and papers relating to the 

Doukhobors, 1955 to 1966. s. l. s. n. 100 p. 

98. Elkinton, J. S. Correspondence 1899-1903 of Elkinton family 

relating to the Doukhobors. s. 1. s. n. 1899ー1903.20 p. 

99. Elkinton, J. S. Corrspondence June to September 1900. ReYisit 

to Doukhobor colonies in Saskatchewan. s. l. s. n. 1900. 97 p. 

100. Elkin ton, J. S. The Doukhobors : their history in Russia. their 

migrntion to Canada. Philadelphia. Ferris & Leach. 1903. 336 p. 

101. Flkinton, J. S. The Doukhobors: their chnr:¥Ctl't'nnd ~cononu·· 

principks. "Chnritics". no. 13. rnO,l. pp. 252 256. 

102. Elkinton, J. S. Sckctions from th(ヽdinrynndcorcspondenct‘Of 

(9 1 0 
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J. S. Elkinton 1830-1905. Philadelphia. Printed privately. 1913. 

512 p. 

103. Elkinton, J. S. Doukhobor correspondence and other materials 

of J. S. Elkin ton. s. 1. s. n. 1899-1928. 61 p. 

104. Elkinton, J. S. Miscellaneous materials other than Elkinton 

Collection in Peace Collection, Swarthmore College. Pa. s. n. 1912-

1970. 70 p. 

105. Elkinton, S. W. News from the Doukhobors. "The Friend". 

May 1930. pp. 4-5. 

メキシコヘの再移住のIIJ能性を打診する為，同囚を訪れたドゥホボー

ル代表団についてのニュース。メキシコ政府は受け入れを成ぶしたもの

の，結局実現しなかった。

106. England, R. The Doukhobors. In his "The Central European 

immigrant in Canada". Toronto. Macmillan. 1929. pp. 54-55. 

107. England, R. Doukhobors. In his "The colonization of Western 

Canada 1896-1934". London. P. S. King. 1936. pp. 215-220. 

108. Epp, D. H. Die Duchoborzen. In "Johann Carnies. ZUge aus 

seinem Leben und Wirken". Rosthern, Sask. Steinbach. 1946. 

s. 112-119. 

109. Epp, F. H. Mennonites in Canada, 1786-1920: the history of a 

separate people. Toronto. Macmillan. 1974. 480 p. 

110. Evalenko, A. M. (comp.) The message of the Doukhobors; a 

statement of true facts by Christians of the Universal Brotherhood 

and by prominent champions of their cause. N. Y. International 

Library Publishing Co. 1913. 146 p. 

(911) 
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11 I. Eyrics, J.B. et Matte-Brun. Les Doukhobors. En.. Nou,・elles 

annales de voyages". Paris. Gide Fils. t. 2. 1819. pp. 300-305. 

112. Fay, C.R. An impression of ¥Vcstern Canada. "Irish Econo-

mist". Dublin. v. 8. 1923. pp. 102-112. 

113. Fcthcrstonhaugh, R. C. The Doukhobors. In his "Royal Canadian 

』、fountedPolice". N. Y. Carrick & Evans. 19~. pp・151-15...

1908年当時．Yorkton におけるドゥホボールと行察の交渉 ．接駐を

回顧。アメリカ合衆囚から．Adamit，邸 と称される武装集団のドゥホポ

ールヘの来投にも触れている。

.1 Iii. Field, D..Rebels in the name of the Tふ:u. "The Russian 

Review". Boston. v. 39. no. 3. l9i6. pp. 

115. Fisher. C. L. The rc:tl叩toryof the Doukhobors. Unpublished 

manuscript. nt. Swarthmore Collcac. Toronto. The nuthor. 1956. 

16; p. 

116. Fitzgibbon. M.A. The C."lnndinn Doukhobor settlements: n 

r letters by l-"lllY,l3crn:1rd (pscud.). Toronto. ¥V. llri 
p. 
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British Columbia. M.A. thesis in social work, Univ. of British 

Columbia. Vancouver. 1961. 48 p. 

切400名の Sonsof Freedomは，1962-1963{!にかけ Agassizj迄l-

移動した。その際の，fJ政側による公衆伯生と福祉対策上の問題を論し

たもの。

119. Ford,.,¥. R. The Doukhobors in Canada. "Westminster". To-

ronto. ser. 3, v. 12. 1908. pp. 219-22.t. 

120. Ford,.¥. R. Doukhobors, In "Strangers within our gates". Ed. 

by J. S. Woodsworth. Toronto. Stephenson. 1909. pp. 115-123. 

121. Forman, J. D. Anarchism. Political innocence or social violence? 

. Y. Dell Publishing Co. 1975. 144 p. 

122. Foster, vV. G. Canadian communists: the Doukhobor experiment. 

".¥merican Journal of Sociology". Chicago. v. 41. 1935. pp. 327-

3, lO. 

nudismに対する特別＼＆r．法で投拭された Sonsof Freedomが全且択

放された時点で，政策的な狙いでl}かれた時論。ロンアからの歴史行屎

に触れているもの），In]化政策推進の緊急性を訴えたもの。

123. Frantz, C. The Doukhobor Sons of Freedom: an exploratory 

symbolic analysis. "Anthropology Tomorrow". Chicago. v. 5, 

no. 2. 1957. pp. 42-86. 

¥Varnerの匁徴体系に関する分折刑論に刺激されて，これを Sonsof 

Freedom に適用したもの。特に同集団の船会を秘儀として(、'r.骰づけ，

ふ忙強化と通過儀礼の2アスペクトに付随するシンポルを、t斤出して，.
.,. 

゜
124. Frantz, C. The Doukhobor political system: social structure 

and social organization in a sectarian society. Ph. D. thesis in 

anthropology. Uni¥'ersity of Chicago. Chicago. 1958. 143 p. 

(913) 
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ドゥホポール史の研究にはロシア語文献の使用が欠かせないが，これ

は政治組椛論と政治過程論という極めて斬新なアプローチを，ロシア語

文献迄をも踏まえて果たした，水準の商い論文である。 132-143ペー ジ

の文献リス トも四重。

125. Frantz, C. Historical continuities in an immigrant Russian 

sect: Doukhobor ideology and political organization. "Canadian 

Slavonic Papers". Toronto. v. 5. 1961. pp. 31-53. 

この論文で， フランツはトゥホポールの政治システムの起()jtと性格

を，イ デオロギーと政治組糀の一四した流れの中で考察しようとする。

126. Fraternal Council and Members of the Christian Community 

and Brotherhood of Reformed Doukhobors. A public indictment of 

J. J. Verigin, secretary of the Orthodox Doukhobors for his 

deliberate distortion of the basic principles of the Doukhobor 

faith. Krestova, B. C. The Council. 1954. 22 p. 

127. Fraternal Council of the Union of Christian Communities and 

Brotherhood of Reformed Doukhobors. Doukhobor problem m 

Canada. A prototype copy of the Hebrew people in Egypt. 

Krestova, B. C. FCUCCBRD. 1959. 76 p. 

Councilか，S.S. Sorokin v)内きり＿いした名様な箪泌杓，またヴェリ

ードン， 入ハリ」ーノ，マーロフらの内いt・ドゥホポール史，新llり記事
などからikl氏した浴料。 Sorokin と Lcbcdev の指i引れ・こめ

と，Sons of Freedom v.)カナダlliillllij辿が仝（、げ・1|tするゾー、ぺであ

ふ。こ叫及附でも，木たツ）レグ・rイヘ遠避した Sorokinへのif仰，，t,1l 
えていない。

128. Fry, G. 0. The Doukhobors 1801 1855: the origins of a succ1.'SS 

ful dissidcnt scct. Ph. D. thcsis for Amcr ican univcrSlい in

Washington, D. C..¥nn.-¥rbor, t-.lich. Unin'rsity t-.licrolilms. 

1977. 157 }), 
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129. Fullerton, A. The Doukhobors and their utopia. Problems of 

communists in Canada. "Sunset". California. v. 38. 1917. 

pp. 31-32, 66-68. 

カナダtl会では， ドゥ ホボールの目指すユートビアは火現されずに，
吸収 ・[n]化されるであろうと指摘する。

130. Gale, D. T. Belief and landscape of religion: the case of the 

Doukhobors. ~I. A. thesis in geography, Simon Fraser University. 

Burnaby, B. C. 1973. 221 p. 

131. Gale, D. T. Doukhobor settlements: experiments in idealism. 

D. T. Gale and P. M. Koroscil. "Canadian Ethnic Studies". Cal-

garv. v. 9, No. 2. 1977. pp. 53-71. 

Simon Fraser Univ. にに出した学位論文を縮約し，別の角度から

やや即川したらv)。｝加氾；渇論である。信仰の政徴，！甜．l：ハターン， L 

地（呆•(iのシステム ， 建築物にず糾l ， 共同体型ドゥホボールと fl 立型のそ

れに分類して，各々の特徴を摘出している。

132. Gehring, J. Die Duchoborzen. In "Die Sektzen der russischen 
Kirche". Lcibzig. Fr. Richter. 1898. S. 56-65, 17-1-202. 

ロシアの分離派について糸茄的にフ ・tローしたもの。弟2期 (1655

1897)の多岐に且る分離諸派の開花は1E在であり，其れらの分類の中て

ドゥホポールはモロカン派と共に理神派 ・粕神派と位附づけられてい

る。ドゥ；トポールに就いては，1810年代迄の指羽者カプース千ンり叙述

で柊っている。

133. Gerbel-Embach. X. K. von. Russisches Sektenwesen. In "Ze1t-

fragen des christlichen Volkslebens". Frankfurt. Bd. 8, Nr. 4. 

1SS3. S. 1-71. 

'13..¥. Gibbon, J.M. The Doukhobors. In his "Canadian mosaic: the 

making of a northern nation''. Toronto. McClelland & Stewart. 

193S. pp. 370-379. 

(915) 
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筆者は，カナダ ・ドゥホホールが二度と帰国し得ぬような状況を故意

に作りだしていると理解する。ともかくもカ ナダ政府は，Dominion 

Militia Actにより， ドゥホポールの兵役を免除しているのである。‘ノ

辿では，兵役義務と徴兵制が諜されている。確かにこの指摘は重要であ

る。

135. Girgensohn, J. Das Evangelium in Russland. In "Flugschriften 

des evangelischen Bundes". Halle. s. n. 1901. S. 1-30. 

ドゥホポールを，モロカン派や Quakerと同様「福音派」と規定し

乍ら， 1皮等に就いては殆ど触れていない。

136. Godwin, G. The Doukhobors. "Chamber's Journal". London. 

series 7. v. 20. 1930. pp. 223-224. 

137. Graham, S. Dukhobors. In his "Tramping with a poet in the 

Rockies". N. Y. D. Appleton. 1922. pp. 239-246. 

この旅行心の34窃が， ドゥホボール村訪問品になっている。

138. Greenwood, J. O. Quaker encounters. Volume 1 : Friends and 

relief. York, England. William Sessions Limit. 1975. 360 p. 

139. Gregoire, H. Doukhobortses. En "Histoire des sectes religieuses". 

Paris. Baudoin. 1829. t. 4. pp. 153-187. 

特に屯 XV洋をドゥホポールの心述に‘りてている。彼等をロシアの

Quakerと特徴づけて，その{,I仰を手際よく紹介している。

140. Gregory, P. M. sociological survey of the Doukhobors. Un-

published Hons. B. A. thesis in economics, University of British 

Columbia. Vancouver, B. C. 1925. 97 p. 

141. Grrig, H. The hope nnd the promise: the tender, tragic nnd 

often turbulent story of the Doukhobors. Langky. B. C. Stagecoach 

Pub. Co. 1977. 187 p. 

(916) 



「ドゥ＊ポール研究文献II録」 一、17-

熊l作家の占いた歴史小説第一作。 Sonsof Freedomがもたらした

印象のもとで， ドゥホボールにこれ迄特定の偏兄で接してきた箪者が，

「lらのドゥホボール像を正す為に1りき上げたもの。やや今庇は逆に思い
入れの強すぎる側面もあるが， カナダの良心を代表するものと訂えよ

う。

142. Grellet, S. A visit to the Doukhobors near Ekaterinoslav in 

1819. In his "Memoirs of the life and gospel labours of Stephen 

Grellet''. Ed. by B. Seebohn. Philadelphia. H. Longstretch. 

v. 1. 1864. pp. 455-457. 

143. Grieson, A. I. Doukhobors of Western Canada. "Willisons 

Monthly". Toronto. v. 2, No. 9. 1927. pp. 352-355. 

144. Gross, C.H. Doukhobors. In his "Education in British Columbia 

with particular consideration of the natural and social factors". 

Ph. D. thesis in education, Ohio State University. Columbus, 

Ohio. 1939. pp. 115-120. 

145. Gruchy, L. E. The Doukhobors in Canada. Issued for the Board 

of Home Missions of the United Church of Canada. Toronto. The 

United Church of Canada. 1930. 64 p. 

146. Guillet, E. C. The Sons of Freedom: a study of the Doukhobor 

problem and of the eventual disposition of the case of Fred 

Storgov, sentenced to three years'imprisonment for appearing 

nude in a public place but released by the Supreme Court of 

Canada. 1898-1945. In his "Famous Canadian trials". v. 36. 

1946. 18 p. 

147. Hahn, C.H. von. Die Sekte der Duchoboren in Transkaukasien. 

In "Ausland, Wochenschrift filr Erd-und Volkerkunde. Stuttgart. 

Siegmund Gunther. Bd. 66, Nr. 47. 1893. S. 737-741. 

(917) 
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148. Hahn, C.H. von. Die Sekte der Duchoboren in Transkaukasien. 

In "Kaukasischen Reisen und Studien". Leipzig. Duncker & 

Humblot. 1896. S. 227-239. 

149. Haig-Brown, R. With its face to the West. In his "Face of 

Canada". Toronto. Irwin. 1959. pp. 179-223. 

150. Hall, E. Meeting the Doukhobors at home. "Christian Guard-

ian". Toronto. v. 90, No. 51. 1919. pp. 17-18. 

B.C．のドゥホポールを，1919年秋に訪れた筆者は，他の地域と異な

り，独Uの学校を発見して院く。男児のみの学校で，12歳で修了 ・卒業

する。

151. Harshenin, A. P. An analysis of the phonology of the Doukho-

bor dialect. M.A. thesis in slavonic studies, University of 

British Columbia. Vancouver, B. C. 1960. 106 p. 

Grand Forks に居住するドゥ ホボール違特に『イスクラ』前紺ik

長 P.P. Legebokovらのインフすーマン トの協力で生まれた研究。栢

準 ロシア点からの変形）j五としてのドゥホボー）レ使用己語に見られる，

釦町、ヤ性を分折したもの。

152. Harshenin, A. P. The phonemes of the Doukhobor dialect. 

"Canadian Slavonic Papers". Toronto. v. 5. 1961. pp. 62-71. 

1)1j年に捉Illしたりlliu学（＼ケ論文を新i約したもの。

153. IIarsh('nin,,¥. P. English loanwords in the Doukhobor dialect. 

I & II. "Canadian Slavonic Papers". Toronto. v. 6. 196-t. 

pp. 38 ・13; v. 9. 1967. pp. 216 230. 

Grand Forks IC},!｝（出する 2糸llじ），tjifij訊Vi忙‘1iII-)'いずれも70汰代し')屯

大婦から採泳した（訓l制を！~I↓い したも(.) <..~ ~o 

1511. llnslnm, F. Thr Doukhobors. In his "A n•cord of ('Xpt'ric.."ncr 

with Cnnndinn Friends t Quakers) :1nd th1..'C:1nndinn ecumt.'nic:11 

(918) 
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movement 1921-1967". Birmingham. Woodbrooke College. 1968. 

pp. 30-36, 56-57, 120-121. 

筆者が同大学に招かれて行った"’y}義録 (1967-1968)。 カナクの

Friendsと Sonsof Freedomの接触の経過をまとめたもの。

155. Hawkes, J. Doukhobors. In his "Story of Saskatchewan and 

its people". Chicago & Regina. S. J. Clarke. v. 2. 1920. pp. 
724-729. 

1899年，カナダ到芯直後の ドゥホポールに対面した記録。

156. Hawthorn, H.B. (ed.) Doukhobor Research Committee report. 

H.B. Hawthorn, chairman and editor. Vancouver, B. C., University 

of British Columbia. 1952. 342 p. 

157. Hawthorn, H.B. The Doukhobors of British Columbia. Vancouver. 

U. B. C. and J.M. Dent & Sons. 1955. 288 p. 

カナダ・ドゥホポー）レの研究に欠かせない蚊屯要文献の一つ。元来プ

リティノシュ ・コロンビア政府の諮問で構成された 「ドゥ ホボール謁査

委口会」の報告ほという性格を有している。ホーソンはその委員長てあ

る。 2年間の年月をかけて調査， ‘り時 Freedomitesの強制収容で早期

の答巾と対策が待たれていた。 7人の執ホ者が歴史， 経済， 社会， ‘ぷ

族，心理， 宗教，行政および土地という，多面的な角度からドゥホボー

ルを論 じ，付録には璽要oo辿データを悶富に織り込み，一種のドゥホボ
ール百科 •ji典となっている。

158. Hawthorn, H.B. The Doukhobors of British Columbia. The book 

especially reviewed by F. E. Jones. "Canadian Journal of Economics 

and Political Science". Toront. v. 22. 1965. pp. 253-255. 

159. Hawthorn, H.B. Test of Simmel on the secret society; the 

Doukhobors of British Columbia. "American Journal of Sociology". 

Chicago. v. 62. 1956. pp. 1-7. 

Abstract also in "Sociological Abstracts". N. Y. v. 6. No. 4234. 

(919) 
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1958. p. 75. 

G. ジンメルの秘密結社に関する仮説を，Sonsof Freedomに適用

し， また拡大解釈して説明を試みる。

160. Haxthausen, A. F. von. Studien Uber die innern Zustande, das 

Volksleben und insbesondere die landlichen Einrichtungen Russ-

lands. Hannover. s. n. 1847. Band I. 584 S. 

Studies on the interior of Russia. Edited and with an introdu。

ction by S. F. Starr. Translated by E. L. M. Schmidt. Chicago. 

University of Chicago Press. 1972. 328 p. 

ドゥ ホボールにOOする狡料を，苫者のハクスタウゼンは，メンノ派の

Corniesから入手している。西側では良く知られた肉料である。

161. Haxthausen, A. F. von. Religious sects. In his "The Russian 

Empire, its people, institutions and resources". Translated by 

R. Farie. London. Chapman & Hall. 1856. v. 1. pp. 246-301. 

162. Hayward, V. Doukhobors a community race in Canada. "Cana-

dian Magazine". Toronto. v. 51. 1918. pp. 457-46..,・

163. Hayward, V. Doukhobors a community race in Canada. In 

her "Romantic Canada". Toronto. Macmillan. 1922. pp. 225-235. 

164. Heard, A. F. The Doukhobortsi and the Molokani. In his "The 

Russian church and Russian dissent." N. Y. Harper. 1887. 

pp. 273 281. 

ロシアの）HiIhlR一般がド＇れ的には凡IdJeあるに対して、 ドゥヤドーJし
と C ロカン ilkがJ~Iし~11愉的なのは， 11咽欧のプ ロ —r て々 ンテ 、｛ズムに 111-t r 
ると指摘。

165. Henderson, E. Biblical rPsenrcht.'S and travels in Russin: includ-

ing a tour in thr Crime~ :1nd th(、pnssngc・ of tht'Cnucnsus. 

London. J. N isbl't. 1826. pp. 38-l 385. 

(920) 
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筆者の訪問したドゥホボール村は，マローチナヤ河畔に位四する。

1818年のその数を，8ケ村合して1153名と同定する。

166. Henderson, D. C. News from the Doukhobors. "The Friend". 

Philadelphia. v. 104. 7th month. 1930. pp. 4-5. 

More about the Doukhobors. "The Friend". Philadelphia. v. 104. 

8th month. 1930. pp. 87-89. 

The Doukhobors. "The Friend". Philadelphia. v. 104. 5th month. 

1931. pp. 542-543. 

筆者は Quaker。 ドゥホボールの3派をいずれも訪問，それぞれのグ

）レープの，指迎者に対する態度を理解しない限り，問題の理解はあり得

ないとする。

167. Henderson, D. C. A study of the Doukhobors of western Canada. 

s. 1. s. n. Original in Swarthmore College. 1933. 211 p. 

168. Hennacy, A. & H. Demoskov. Svobodniki. In their "The one-man 

revolution in America". Salt Lake City, Utah. s. n. 1970. Chapter 

17. pp. 298-329. 

169. Herbison, H. Doukhobor religion. In "Canadian society". Ed. 

by B. R. Blishen, F. E. Jones, K. D. Naegele & J. Porter. Toran-

to. The Macmillan Co. 1961. pp. 427-451. 

H.B. Hawthorn編 ‘‘TheDoukhobors of British Columbia"に所

載された論文をそのまま転載したもの。策者は，WiderQuaker Fellow-

shipのメンバーとして諮問委員会に加わった人物。調査と観察，所見

は殆ど Sonsof Freedom に偏している。 ドゥホボール主義を，集団

的神秘主義，徹底主義のイデオロギー，教会 ・国家の内在化に要約す

る。

170. Hindus, M. G. Bookless philosophers. "Century". N. Y. v. 105. 

1923. pp.423-430. 

前年に Brilliant(B. C.)と Kylemore(Sask.） のドゥホボールを

(921) 



-52-

訪問した佼の印役品。その共同体の発展ぷりを為く評にし一

の．現代文明との追けられない接触の込程で， ドゥホポー

~ijを必観的に予測している。 筆者はロシT生まれの ロシ

171. Hindus. M. G. As in the days,of Adam:'3 visit to the Doukho・

bors of western Canada. "Century・・. N. Y. v. 111. 1925. 

216. 

ここでは．Hindust っばら ,nudism Freedomitesに

（し点を‘’iてている。 Thrums を訪問し一

トと誠ぶに箪者は注く打たれている。

172. Hindus. ,~I. G. Frccdomites who burn money and eat raヽ¥"food. 

" Litemr̀＇ 
． 
igcst 99 ,. ". Y. v,. 1'926. pp... 

．
 
_‘
 `
 

173. Hiral>.iynshi. G. K. The Russian Doukhobors of British Colum-

hi:'¥: a study of social adjustment nnd contlict. Ph.D. thesis m 

,ociology. University of \Vashin~ton. Seattle. ¥VnshinS?ton. 

135p. 

ドゥホポール間＂

匝始的な；；：版がそ

゜とした点に， 1｝1) が

1 74. Holitscht~r. J¥. Die :Ouchoborzcn und Peter Vcrigin. ln '..Am"• 

rika hcutc 1tnd morgen・;, Berlin. s. n. 1912. S.'l 74ー1

ド・・9 『トポールをコムニストと捉え｀ ‘’ill~ カナダに在(i

卜

t i5. Holm. C. G. A socinl history of th(~ lJou"I¥OtXlrs in u,e {;mn 

Forks dist ric!. Stlld(:n1 pnpcr in history, Selkirk 

nst lcmm•• ,13．ツ・ ，IJ如・～19・

し
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176. Holt, S. War in the Kootenays. "Canada Month''. Montreal. 

(forerunner issue). July 1, 1961. pp. 25-32. 

Protest by fire. "Canada Month". Montreal. September 1962. 

pp. 20-21. 

Death of a Doukhobor. "Canada Month''. Montreal. October 

1963. pp. 26-28. 

How death took the Freedomite leader. "Canada Month''. 

Montreal. October 1964. p. 9. 

177. Holt, S. Terror in the name of God. "Weekend Magazine". 

Toronto. v. 14, no. 52. 1964. pp. 3-4, 22. 

From Russia to Canada with hate. "Weekend Magazine". To-

ronto. v.15, no.1. 1965. p.6. 

The Doukhobors'high-living leaders. "Weekend Magazine". 

Toronto. v. 15, no. 2. 1965. pp. 10-13. 

Autobiography of a fanatic. "Weekend Magazine". Toronto. 

v. 15, no.3. 1965. pp. 10-12. 

178. Holt, S. Terror in the name of God: the story of the Sons of 

Freedom Doukhobors. Toronto. McClelland & Stewart. 1964. 

312p. 

このセンセーショ ナルな本が刊行されるや，カナダ言論界は賛否両論

で賑わった。 執策者の立ち場は， ドゥホボール ＝Sonsof Freedom, 

Sons of Freedom＝反社会的破壊主義者， 反社会的破壊上義者＝否定

される可き悪という，まことに明解な図式であった。 Woodcockの労作

は本占を批判する目的で著わされた。舟評は多数にのぼるが，ここでは

いずれも省略する。

179. Hoodikov, P. The economy of the Doukhobors. Castlegar, B. C. 

s. n. 1968. 36p. 

Selkirk Collegeに提出された論文。

180. Hooper, R.H. C. Custodi.al care of Doukhobor children in British 

(923) 
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Columbia, 1929 to 1935. M.A. thesis in social work, university 

of British Columbia. Vancouver, B. C. 1947. 113p. 

181. Horkov, F. Hunting for seneca root. "Inquirer". Saskatoon. 

v. 3, no. 2. 1956. pp. 12-14. 

サスカチュ ワンの老ドゥホポー）レ回想品。かつて去たん剤として利用

された必芍セネガ根。 これを採染するハプレー リーを探し回った話であ

る。彼等は，初期の時代，セネガ根をノじって生計の足しにした。

182. Horvath, M. (comp.) A Doukhobor bibliography, based on 

material collected in the University of British Columbia Libra内

Part I: books and periodical articles. Enlarged revised edition 

of "Reference publication no. 22" (1968) and "Supplement'' 

(1970). Vancouver, B. C. U. B. C. Library. 1972. 663 items, index. 

Part II: government publications. Vancouver, B. C. U. B. C. 

Library. 1973. 50p., index. 

u. B-c.付屈図lIF館1所祓のみとは占え，こ このドゥホポー）レ ・コ レ
クションはut界ーを誇る。解説を要さない，凶重なドゥホポール Ct目
録である。

183. Hourwich, I. A. Religious sects in Russia. In "Case of Russia". 

Ed. by A. Rambaud et al. N. Y. Fox Duffield & Co. 1905. 

pp. 341-387. 

帝政ロ シアのl1l本t1；に見られるぶ教的＇！芯容を分析 ，また1903I 2月26

1:1の，狐端ilkに対する3を容令を検，rlする。

184. II. R. A. II. The Doukhobors. Canada's intractablt:'minority. 

"World Today". London. v. 9. 1953. pp. 529 536. 

l11版されたばかりし） Hawthorn 浪告， ~lnudt.", ¥Vright l) 3平に；』

1処し<..'ドゥホボー）l（/)過 ）、 と 1~在を綴っしし· ヽ 0。ジャーナリペ·’ヽ ゃ：、

（か屈くがそうだが， Frccdomit 

Ihlさ：Iし（しit"'1しい．ぅ ケー人か！I ＼' 

とド’、ヽ ト ドールー•般が 則に沿’

゜
(f12,l 
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185. "Inquirer". Ed. by K. J. Tarasov. Saskatoon, Saskatchewan. 

Union of Young Doukhobors. v. 1-5. 1954-1958. Title varies 

Feb. -Oct. 1954 "The Doukhobor Inquirer". 

若手のドゥ ホボー）レ知識人タラ ーソ フによって創刊された雑誌。 1958

年に廃刊となった。

186. Inquirer (ed.). Union of Doukhobors of Canada. Tenth anniver-

sary. Saskatoon, Sask. "The Inquirer". 1955. 6p. 

187. International Doukhobor Intergroup Symposium Planning Com-

mittee. International Doukhobor Intergroup Symposium: program. 

preliminary program and registration form of the symposwm by 

Doukhobors, Molokans, Mennonites and Quakers. Castlegar, B. C. 

June 25-28, 1982. Castlegar, B. C. 1982. 36p. 

188. International Doukhobor Intergroup Symposium 1982. Sympo-

sium proceedings at Castlegar, B. C. June 25-28, 1982. Grand 

Forks, B. C. Symposium Planning Committee. 1983. 120p. 

189. Ishwaran, K. .(ed.). Doukhobors'rites and celemonies. In 

"Canadian families: ethnic variations". Toronto. McGraw-Hill 

Ryerson. 1980. pp. 181-197. 

ドゥホボー）レの家族と儀式について， F.M. Mealingが担当 ・執筆

している。

190. Ismail-Zade, D. Russian settlements in the Transcaucasus from 

the 1830s to the 1880s. "Soviet Sociology". N. Y. v. 16. 1977. 

pp. 51-77. 

191. Jamieson, S. M. The Doukhobors of B. C. "Canadian Forum". 

Toronto. v. 31. 1951. pp. 7-8. 

筆者は， u.B-c.のドゥホボール調査委員会のメンバー。3派の経
済状況を論じている。

(925) 
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192. Jessup, E. A utopia that works: the Doukhobor settlement in 

British Columbia—a successful experiment in religious communism. 

A fragment of old Russia. "Travel". N. Y. v. 40. 1922. pp. 37-

39, 52. 

"内生産杓を共有する，ドゥホポールの四棠コロニーを写真入り-

介する。

193. Jilek-Aall, L. Sex role, culture and psychopathology: compara-

tive study of three ethnic groups m western Canada. L. Jilek-

Aall, W. Jilek and F. Flynn. "Journal of Psychological Anthro・

pology". 、N.Y. v. 1, no. 4. 1978. pp. 4i3-4 

ドゥホポールの精神衛生上の問題を取りあげていoo

194. Johnson, F. H. The Doukhobors of British Columbia. The 

history of a sectarian problem in education. "Queen's Quarterly". 

Kin~ston. Ont. v. 70, no.,t 1964. pp. 52S-SiH. 

公的毅務散育のシステムは，少数社会集団のI司化
ない。ここでは，カナダ公敷育とドゥホボールとの

ことによって．政策提けを試みようとする。

195. Joseph, J. The Ooukhobors: Canada's violent pac..ifists. "COt'TI・ 

net". Ch ic:lgo.ヽl.l 959. pp. 36-40. 

,ons of Freedom (<lo-, 

ー的11~1胆

ムリンによって仕u• ,.. 

゜
196. Jubilee Committee. Jubilee progrnm celebrnting the tift.iet.h 

nnnivers:1ry of Doukhobors in Cnnndn. 1864-1949. July 31, 

\ur.u~t 1, HM9. Grnnd Forks. B. C. s. n. 1993. 34i:,, 

,l 97. 1ヽ．＼hatoヽ．．＼•． l.ocnl lヽoukhoborlnndmnfks. ¥ 

K,mi~nn. Pnpcr prepartd for ・・Anthro,pology 

gC. C.'¥sttCRnr.13. c. Selkirk l‘l)11c£C. 9,1 

nd 
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198. Karpov, T. M. Literary and ideological heritage of Peter Vasil'e-

vich Verigin. M.A. thesis in slavonic studies, Uni mversity of 
British Columbia. Vancouver, B. C. 1973. 186p. 

タイトルは英文だが，内容はロシア語で執筆されている。 80歳で執筆

した学位論文である。執筆者については，別掲を参照。

199. Karpov, T. M. Literary and ideological heritage of Peter 

Vasil'evich Verigin. With the introduction by R. M. Booth. Van-

couver (?). s. n. 1976. 150p. 

著者は，執筆当時83歳の老人o純粋の ドゥホボールではないが，第一

次世界大戦時に平和主義としてロシアよりカナダヘ亡命，後4大学で学

位を取得し，1930年には統一教会派の牧師となり，Sonsof Freedom 

問題で緊迫した1960年代には， ドゥホボールとカナダ社会の栢渡し役と

なった人物であり，このヴェリーギン紹介もアングロ系住民を対象に執

筆されている。ここでヴェリーギン像構成上巾心的な手がかりとなって

いるのは， 16年間に及ぶシベリア流刑中に占いた酋簡であり， ボンチ＝

プルーエヴィチ編のものから多くを採っている。

200. Kennedy, H. A. Doukhobor life. In his "New Canada and the 

new Canadians". ~ondon. H. Marshall. 1907. pp. 149-153. 

サスカチュワンのドゥホボールが同梢的に描かれている。

201. Kettle, J. Religious furies. Doukhobor conspiracy hearing 1962. 

J. Kettle and D. Walker. In their "Verdict! Eleven revealing 

Canadian trials". Toronto. McGraw-Hill. 1968. pp. 67ー109.

1962年3月， Kootenayで発生した放火計両‘ji件に就いて品l戊してい

る。結局この時の・＃件は，証拠不卜分で不起訴となった。

202. Kettle, J. & D. Walker. Verdict! eleven revealing Canadian 

trials. Toronto, McGraw-Hill Co. 1968. 289 p. 
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おいて果たす可き， 使命を強調している。
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no11khohort、esd Iし‘̀＼lol()k.¥t¥t:s. 1in "LEmpirt‘dl‘S Tsnrs CI 
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23,t. ~l~lov, P. N. In quest of n 

probll'tn. 2nd ed. s. I. s. n. 
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いoo



「ドゥホポール研究文献日録」 一63-

235. Malov, P. N. Canada and Doukhobors: an independent report. 
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Maude (1858-1938)はもともとモスクワでカーペット会社を経営し

ていた実業家だが， 卜）レストイに心酔してその翻訳 ・紹介に意を尽く
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現に奔走，のち Sonsof Freedomを批判して支援活動から去った。こ
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カナダ ・フォークロア研究協会に提出したペーパー。カナダヘの移
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258. Meyer, J.M. Three letters by Tolstoi. "International Institute 

of Social History Bulletin". Amsterdam. v. 6. 1951. pp. 32-3u・

別掲ス レ）レ ジッキーに苑てた1!｝簡。内科は，、＼然 ト ゥホボ‘ールの移 9•l:
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Co. 1942. new ed. 1960. pp. 93-121. 
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ree and I. J. Foerster. 
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269. 1'-'ewt~ll, C. ¥I. A structunl nnalysis of sobranija: Doukhobor and 

Russian Orthodox. C. ~l. l¥cヽ,・ell:lnd T. Poi)()v. M. A. thesis in 

Gnthropolop;y nn<l sociology, Univ. of British Columb1:t. ¥ ant~ou• 

rヽ,13. C. 1971. 209 p. 

の ドゥホポール研血→

はntなる床教低礼lt:Jl:
叶K • 分類し

o if附がことつて

i性を{imtこ多U的
ょ＇と試みてい―

270.、t‘Wcll. c. M. Folk tmonomy of noukhoborgatherit̀s: th 
proht(‘"l of òhranija. c. M. Nt‘9vell nnd T. Fol)()V. In "I..inRuisti’̀ 

d,ヽ t‘1•S It ¥ in cnn、¥（innSOCltヽty"．Ed. l))• R{‘<t98 1)arnCll. Ednlしヽnton.
\lhl~rtn. l、ingし1i~t il' Rt‘ ぶゞ＼l．ch.1 971. 29、)l9・

n「li l l jJII j 
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271. "New Order". Formerly the Croydon Brotherhood Intelligencer. 

London. The New Order Office. 1895-. v. 1-7. 

本誌は因刊にとらわれぬf]由な椎誌として，伍仰と人間の怜意を一休

とすぺ＜努め，日常のテーマを新しい視角で論じ，とりわけ新社会建設

のための国際巡動に人きな注意を払った。ドゥホポールに関する，心liは

かなりの多数にのぼる。その上要なものを以下に掲げる。

1895. Kenworthy, J.C. English opinion and Russian persecutions. 

v. 1, no. 12. pp. 1-3. 

1897. Chertkov, V. Brother in need. v. 3, no. 4. p. 26. 

1897. Persecution by governments. v. 3, no. 9. p. 68. 

1898. John, A. Expelled. v. 4, no. 4. p. 43. 

1898. Archer, A. P. A visit to the Doukhobortsi. v. 4, no. 5. 

pp. 49-50. 

1898. Archer, A. P. The Doukhobortsi. v. 4, no. 7. p. 74. 

1898. Chertkov, V. Words to vegetarians. v. 4, no. 11. pp. 117-

1 1 9. 

1899. Doukhobortsi fund. v. 4, no. 10. p. 116; no. 11. p. 127. 

1899. Doukhobortsi fund. v. 5, no. 1. p. 161. 

inconvenient visit to the Caucasus. v. 5, 1899. John, A. An j 

no. 12. pp. 1-3. 

1899. Aylmer Maude's recent visit to America. v. 5, no. 13. 

pp. 21-22. 

1899. The Doukhobors who have been wintering in Cyprus, etc. 

v. 5, no. 16. p. 76. 

1899. Archer, H.P. The Doukhobors in Canada. v. 5, no. 19. 

pp. 114-115.; v. 5, no. 22. pp. 160-161. 

1899. Ortt, F. New Brotherhood colony in Holland. v. 5, no. 22. 

p.171. 

1900. The Doukhobors in Canada. v. 6, no. 26. P・ 60. 

1900. John, A. Still inconvenient. v. 6, no. 31. pp. 141-147. 

1901. Crosby, E. H. Among thr Doukhobors in Canada. v. 7, 

no. 35. pp. 1-2. 

1901. Ferris, T. H. Christian martyrdom in Canada. v. 7, no. 38. 

(939) 
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p. 45 ; no. 40. p. 73. 

1901. An address to all nations from Doukhobors in Canada.,~. 7, 

no. 41. pp. 81-83, 84-85, 86-88. 

1901. Maude, A. Dear brethren Doukhobors. v. 7, no. 41. p. 83. 

272. Novokshonov, V. et al. Doukhobors in the Boundan・. V. 

ovokshonov, L. Reibin, M. Obedkov, J. J. Verigin...Bounda0・ 

Historical Society Report"'. Grand Forks, B. C. no. 3. 1960. 

pp. 38-1!3; no. 4. 1961. pp. 27-31. 

Grand Forksのドゥ＊ポール生活の，多岐に亘る分野の聞きむきに

依る品録集成。

273. utall, G. C. ¥ modern exodus. ・・Good ¥Vords''. London.,・. 42. 

1901. pp. •102-,106. 

ドゥホポールのカナダ移住IC果たした，内相シフ トンにスポッ トを`

てている。

27,1. Odlum, H. The Canadian Doukhobor.''British Columbia Di又C'Sl...

~ncouvcr. v. 3, no.,l. 19,tS. pp. 3-13. 

275. OliYcr, E. 11. The settlement of Saskatchewan to 191.4. In 

"Royal Society of Canada. Proccヽcdingsand transactions·•. Ottawa. 

3rd series. "・ 20, section Il. 1926. pp. 63-S7. 

276. Oliver, E. H. Peter Vcrigin. ··Roy~l Society of C.umda''. Ottnw、1•

Proceedings and trnnsact ion. 3rd series v. 26. section 2. l..,~..・

pp.97ー123.

'askntoon Q) St. ¥ndrewヽ College:こ屈し，

火収であるオリ 9:Jァーによるウェリーギン

て以来このドゥホボーJl,指羽fflCゞ 日べ‘伝説化，神格化が巡行する111

れた科学的ni検討'o とじと して． ¥ylnlcr Maudt: iこ依応してい

941(） 
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O'Neal, H. Doukhobor daze. Sidney, B. C. Gray's Pub. 1962. 

143p. 

ドゥホボール集団を舞台にした小説である。 上人公は女性教師て，25

年前にドゥホボールの村へ派述されたとの設定になっている。叙辿は，

日記形式である。

278. Palmer, H. Land of the second chance. : a history of ethnic 

groups in Southern Alberta. Lethbridge. Alberta Lethbridge 

Herald. 1972. 287p. 

279. Palmieri, A. I campioni dello spirito o la setta dei Duchobortzy 

russi. "Rivista internazionale di scienze sociali". Milano. no. 51. 

1909. p. 3-27. 

280. Palmieri, A. Le dottrin religiose dei Duchobortzy. "Rivista 

internazionale di scienze sociali". Milano. no. 52. 1910. p. 161-

170. 

281. Palmieri, A. The Russian Doukhobors and their religious teach-

ings. "Harvard Theological Review". Cambridge, Mass. v. 8. 

1915. pp. 62-81. 

P. Brock が，「ドゥホボールの信仰に関する研究では，最良のもの

の一つ」と評した論文。しかし，今日の時点からすれば過大評価であ

る。神学者の観点でドゥホボールを捉え，また依拠したロシア語文献

は，ノヴィツキーとリヴァーノフのみである。

282. Panin, v. N. Die Duchoborzen. In "Das zaristische Russland". 
Berlin. Seehof. 1921. S. 154-164. 

トビリシ刑務所へ投獄された120名のドゥホボールに対する， コサ ッ

ク兵に依る拷問を描いている。鞭刑で12名が落命したという。

283. Papove, w. N. The Doukhobors. In "Strangers entertained". 
Ed. by J. Norris. Vancouver. British Columbia Centennial'71 

Committee. 1971. pp. 191-199. 

(941) 
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28-t Parry, A. No two nations so unlike. "South Atlantic Quarter• 

ly". Durham, N.C. v.49. 1950. pp.175ー186.

ここで箪者が取りあげている人物は， 1882年アメリカに亡命して成功

者となったロシアit族 P.A.デメソチェフである。彼のドゥホポーJ
設ロシア観は寧る怯採的であり，アメリカ人とイギリス人に対し． リ

ペラリズムとヒューマニズムの下に応された祖国ロシアの暗部を録こう

と努める。クェーカーのドゥホポールヘの過度の買いかぶりをも，デ

ンチェフは正そうとする。特に，極姑に独裁的な指芍者の出現を許容し

てしまうロシT的休虹の指摘は．示唆1こ応んでいる。

285. Pascal, P. Mon village russc il y a quarante ans...Cahiers du 

lヽondeRusse et Sovietique". Paris. t. 7, no. 3. 1966. pp. 293-310. 

者は，1926-28年にかけ，毎瓦ニジニ＝ノヴゴロドの小村を訪れ一

いた。所研l111教仙の多在していた Blohino

•1’は追偵の1りをこめて往[

のの，その生活とtnF1は酷似している。

寸で．この応名なロシT史

ドゥ＊ポールは登場しない

286. Pasqualotto, 1oukhobors—those 、ヽ ho fight by means of th 

,287. 

spirit. 8. A. thc5is in arts & sciences. Gonza~a Umvtrsぶ．

pokanc, ¥Vashington. 1962. 66p. 

ロシT時代からのドゥ＊ポールをフォローし．今日迄＾佑Kビ＼を全体的

IC視野に収めているものの， 叫確な視点を久いている，1、 S~x,knne は カ

•I・が国即Ci岱し ． Frccdomitcs ICよる「対liiの火市」に無関心ではい｀

＂よい状況を反映している。

U・ Pauckcr, H. ¥'On. Die Ducho¥}()r.zrn in T 
． 

ucho¥}()r.zrn in Transkauknsien... 

tsclw Rundschnu fur Gt•ov.raphie un<l St:ttist1k". Lt--..ibz&. :Bd. 
1881. Oktoh<'r S. 18-21. 

.̀...してド＇ ーヽルと ア9

的窮i

,288. t;、t‘:9COck.lヽ．1‘ll(‘ InuSic of thl、1ヽ0¥lkhobors. ＂』＼lphnbt、l"．Londしヽn.
¥・ • 8.1)c(‘. l 963 ¥ t』1.chl 966. pp. 35一l̀.
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オックワにあるカナダ困立博物館の協）」で行った， ドゥホボール守菜

の分折。ここで花者は，その歌曲を待篇，古型＼，現代聖歌，lふ団など

に分類している。調ftにあたって録行された500曲の歌は， テープとし

て同館フ ・iークロア登料生．に保符されている。

289. Peacock, K. Twenty ethnic songs from Western Canada. Natio-

nal Museum of Canada. Bulletin no. 211..Anthropological series 

no. 76. Ottawa. Queen's Printer. 1966. 91p. 

国"tlカナダ博物館が， I訥少致i．く）灰の音楽文化を採ぶ ・じ録する作叩

シリーズの第一弾。 ドゥホポールの他r，メンノ尿，ハンガリー，ウク
ライナ，チニ コの民憚が含まれる。 ドゥホホールに成いては7 47ベー

ジと大半を割キ， 5曲を叔せている。

290. Peacock, K. Songs of the Doukhobors: an introductory outline. 

面 ional Museum of Canada. Bulletin no. 231. Folklore series 

no. 7. Ottawa. Queen's Printer. 1970. 167p. 

者の採酌作業は， E.A. Popovと P.P.Legebokovの協）Jで成功

した。

291. Pinkerton, R...¥. visit to the Duchobortsi on the Sea of Azov 

in 1816. In his''Russia: or miscellaneous observations on the 

past and present state of that country". London. Seeley. 1833. 

pp. 166-185. 

抒者はイギリス！府苦協会のメンパーo マローチヌ ルィエ ・ヴ，iードィに

屈住するドゥ；トボール数を，8ケ村2500人とし，理神派としている。文

巾 1816年に発布されたア レクサンドル 1世のドゥホボールに関する党

引用している。更に典味深い引用 (10ページに及ぶ）は，

1792年ペテルプルクのネフスキー神学校長と 3名のドゥホポールとの問

292. Podovinikov. 

anthropology, 

E. The Doukhobor woman. Student paper m 

elkirk College. C、1.stlcgar.B. C. 1982. 27p. 

(943) 
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293. Podovinikov, J.E. The mouse and the lion.: a cry of the 

tortured Doukhobor spirit. Vancouver Island, B. C. Archangel. 

1960. 5p. 

ねずみとは Sonsof Freedomであり，ライ オンとは “Vancouver

Sun"の女性記者で， 『神の名によるテ ロ』の著者である。これは，絶人

なマス コミの威力を駆使してドゥホボールを叩く記者に，Freedomi tes 

が占き送った抗議文である。

294. Popov, E. A. Historical exposition on Doukhobor beliefs. Grand 

Forks, B. C. E. A. Popov. 1966. 58p. 2nd ed. 1982. 40p. 

平明なドゥホボール史の入門占。 広 く読まれている。

295. Popov, E. A. Doukhobor settlement. In "Making history : an 

anthology of British Columbia". Ed. by M. A. Lindo. Victoria, 

B. C. M.A. Lindo. 1974. pp. 191-195. 

296. Popov, E. A. Tanya. Grand Forks, B. C. "Mir" Publication 

Society. 1975. 276p. 

『ターニャ』は一↓↓小説風だが，実在したドゥホボールの女性を主

公とした， ドゥホボー）レの歴史とドキュメン トである。今年67歳になる

抒者は，正統派 ドゥホボー）レの歴史よであり，またUSCCの有力なプ

レーンとして活躍している。この第二世代のドゥホボールは，次代にそ

の伝統と教えを引き継ぐことに仝力を傾iftしており，行いut代に試み劫
くと I~雌磁されたふりも ， その品、獄の所庄である。

297. Potter, C. Reminiscences of V. G. Chertkov and the Russian 

colony near Christchurch, England.''Inquirer" Saskatoon, Sask. 

v.5, no. 1-2. 1958. pp. 14ー15.

298. Rawlings, E. II. Doukhobors. "Contemporary Rt'view". London. 

v. 185. 1954. pp. 298-302. 

IIJ.h il'l ト ゥ；ト ボ←—- Jレl闊辿を起こ していらのlt「1f.lm的な」Sonsof Frn •­

domだけてあ5とし，1932 ir 1(..600名， 1950年に初•100 名 ， 1953llこi

(9 ・ l i) 
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150名と，反社会的行動と逮捕の歴史を略述，放火などに依る拍害額を，

執筆時点に至る迄の40年間に， 3000万ドルと試卯している。

299. Reid, E. P. The Doukhobors in Canada. M.A. thesis at the 

University of McGill. Montreal. 1932. 202p. 

公共政策のあり方とカナダ諸政党間の政争が， ドゥホボール問題にど

のように反映してくるかを論じている。そして， ドゥホボー）レそのもの

に関しては，その時代錯誤的な哲学からして同化の見通しは暗く ，恐ら

くは新天地を求めて更にメキシコヘ移動すると予測する。

300. Religious sect and socialism in Russia. "International Monthly 

Magazine". N. Y. v. 1. 1850. pp. 461-463. 

匿名の評論である。 ドイツ誌からの転載で， ドゥホボールを，当時西

欧で威を振るったフリー ・メーソンや光明会の亜流とする。その共同体

を結社ではなく ，神学的 ・哲学的に志向を同じくする者が集合化したも

のと見る。

301. Rempel, D. G. From Danzig to Russia. The first Mennonite 

migration. "Mennonite Life". s. 1. v. 24, no. 1. 1969. pp. 8-27. 

ドゥホボールを直接論じたものではないが，最も近い宗派の初期史を

堅実に描いている。

302. Ridington, J. The Doukhobor pilgrimage of 1902. "Canadian 

Magazine". Toronto. v. 20, no. 3. 1903. pp. 211-222. 

家畜を酷使することはドゥホボー）レの教えに背くと解釈した一部の集

団は， 1700名を動員して家畜を放逐し，ー大巡礼行進に出発した。これ

に移民局が介入して強制送還したことは言う迄もない。この巡礼行を，

写真を交えて紹介したもの。

303. Ridington, J. The crusade o f the Doukhobors: the story of a 

modern pilgrimage. "Frank Leslie's Popular Monthly". N. Y. 

v. 55, no. 4. 1903. pp. 337-349. 
：ールと数週間生活を共にした体験を持筆者は，ョークトンのドゥホオ

C 945) 
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ち，当時未た未踏の地に等しかったカナダ西部からのJレポルターノュ-

ある。

304. Robertson, M. The Doukhobors'search for utopia. "Empire 

Review". London. v. 63. 1936. pp. 110-113. 

B.C．の内挫部に届住するドゥ ホボールの問では，一時カナダ政府と

の トラ フル多発を避けて，西海l社の孤立した小島に移住するプランが話

題になった。俎者はそのプランに触れている。

305. Robinson, G. T. The Doukhobortsi or Spirit ¥Vrestlers. In his 

"Rural Russia under the old regime: a history of the landlord-

peasant world and a prologue to the peasant revolution of 1917". 

. Y. Macmillan. 1961. also Berkeley & Los Angeles. 1969. 

pp. 46-17. 

ロシアの宗教的恥端服を，ミリュ コーフと Conybeareの代料に依り

＂じ述して いる。

306. Robinson, M. E. The Russian Doukhobors in ¥¥・est Kootenay會

British Columbia. M.A. thesis in geography, Syracuse UniYer-

sity. Syracuse. New York. 1948. 110p. 

West Kootrnny池l＼ト ゥホボールを そのl凸胄・（主箇囲．届住タイフ．

r,"r柄叫）について以jti!』'.1iしたもの。

307. Rodwr・ll, L. Snskatchcw:ln homestrad records. "Saskntchewnn 

History". Saskatoon, S.1sk. v. 28, no. 1. 196~. pp. lu-と•I •

308. Ros~. r. r..t. (Gn'gorv). Sociological survt'Y of the: 
R. ¥. thesis 111 sociology, Univ. of British Columbia. Vnn<.'OuYe1-. 

1925. pages t1nknown. 

ドゥ小ボーJIヽ9.IかJ心との対Ihi即却こ依る研

309. Rourl'l,, J. S. (eo.). 11ukho1>0rs. ln 

... Philo~ophicnl 1 鴫ib,·nrr..19~l9. pp. 2it it-24~ヽ．

Ft＼ぐヽ.clq)cdi一"
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1967年，タンボフ地）jに姿を視わした集団をも って， ドゥホボー）レの

歴史への登場と見なす。

310. Rouillard, E. Les Doukhobors. "Societe de Geographie de 

Quebec". Bulletin. Quebec. t. 3, no. 6. 1909. p. 35-36. 

ここで著者は，フランスの空想的社会上義として知られるフーリ エ上

義者，イカリア主義者に ドゥホボールをなぞらえている。

311. Russische Christenverfolgungen im Kaukasus 1895. Mit einer 

Einleitung von Stepnjak (pseud.) und einem Vor-und Nachwort 

von Leo Tolstoj. Dresden. C. Reissner. 1896. 48 S. 

312. Rutherfurd, G. M. The new school teacher. In "Shoulder 

strap". Vancouver. British Columbia Provincial Police. v. 1, no. 

5. 1940. pp. 35-42. 

公教育に反対するドゥホボー）レ父兄の，学校焼打ち事件。

313. Sager, M. A short history of the Doukhobors. "Makara". 

Vancouver. v. 1, no. 6. 1976. pp. 42-46. 

314. Schlozer, A. L. von (Hg.). Moskau und St. Petersburg. In 

"Gottingische gelehrte Anzeigen、、.Gottingen. s. n. Bd. 2. 1802. 

s. 107-109, 1049-1063. 
ロシアの異端派と分離派についての初期の記述。

315. Schmeiser, D. A. Doukhobors. In his "Civil liberties in Cana-

da". Oxford U. P. Toronto. 1964. pp. 3-4, 87-88. 

所訥 Sonsof Freedomとカナダ政府との トラブルを，カナダの人権

麟の視角から検討する。 1957年のペレペルキン問題を例に，宗教的[l

由が保証する行為とは，そもそもどのようなものかを解こうと試みる。

316. Schmidt, J. Spirit wrestlers: the uneasy life of British Co-

lumbia. "Equinox". Camden East, Ontario. no. 25. 1986. pp. 60-

(947) 
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69. 

317. Scott, R. C. Doukhobors. In his "Quakers in Russia". London. 

M. Joseph. 1964. pp. 113, 115, 137 and 228. 

Quakerのドゥホポールに対する援助と彩密に触れている。

318. Scott, W. D. Doukhobors. In "Canada and its provinces". Ed. 

by A. Short and A.G. Doughty. Toronto & Glasgow. Brook. 

1914-1917. v. 7. pp. 538-548. 

著者はカナダの経済史‘女。ノヴィツキーに依っている。

319. The Secret Council of Independent Doukhobors. Non-Freedomite 

Doukhobors and citizens reviewing the Doukhobor situation: the 

many year strife and scandal between the Freedomite and Ortho-

dox Doukhobors including their leaders and responsible authorities 

in Kootenays, Grand Forks and Victoria, B. C. s. l. s. n. 1972. 

56p. 

320. Seebaran, R. B. Migration of the Sons of Freedom into the 

lower mainland of British Columbia: the Vancouver experience. 

M. S. W. thesis, Univ. of British Columbia. Vancouver, B. C. 

1965. 32p. 

321. Scverac, J.B. Les origines des la secte. En"比 secterusse 

des Homme-de-Dicu". Paris. E. Cornely. 1906. pp. 96-100, 131-

137. 

ここでも， ドゥホボールはモロカン並びにシトゥンダ派と同日に給ぜ

られてい 5。

322. Shames, P. L..¥sscssing cultural changt:'in Doukhobor clit'nts: 

rccommcndat ions for socbl work practicr. ~L.\. thrsis in soci:tl 

work, Uni¥'. of British Columbb. ¥'ancouvrr, 8. C. 19S1. 13•』p.

辿年カナダでは，少数l．心似＇山liiにおける社会的卜｀ヽjltヽ：こi'qiる店理

(9 ・ I S) 
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328. Sissons, C. B. What can we do with the Doukhobors? "Canadian 

Forum". Toronto. v. 4. 1924. pp. 298-300. 

ドゥホボールを直接知る筆者が，その戦争反対や労働の尊璽といった

戒律を森く評価しつつも， ドゥホポールの子弟が次ぎのカ ナダ社会の担

い手として教育を授けられるぺきだと説く。

329. Smith, K. L. The Doukhobors of Canada: a community of 

Siberian exiles which is being brought to great financial prospe-

rity by a Russian captain of industry. "The Craftsman". N. Y. 

v. 12. 1907. pp. 64-79. 

330. Smith, W. G. Doukhobors. In his''A study in Canadian 1m-

migration". Toronto. Ryerson Press. 1920. pp. 217-225. 

トロント人学の心理学教授であった竿者は， ドゥホボールの教理その

ものに組糀解体的要肉があると指摘，粕神衛生の文脈でドゥホボールを

論ずる。

331. Smith, W. G. The Doukhobors. In his "Building the nation: a 

study of some problems concerning the churches'relation to the 

immigrants". Toronto. Canadian Council of the Missionary Educa・

lion Movement. 1922. pp. 72-73, 118-121. 

ドゥホボー）レの Itiff濯涌怠システムは，土地所有と沢税の過点から難し

い面があるとし乍らも，カナダ社会がそれから学ふべき点として，弱者

を社会的に介IIいする共laj休）j式の生活を郊1プ・oo

332. Smolitsch, I. Raskol und das Mt>nchtum. In "Russisches ¥rnnch-

tum". WUrzburg. Augustinus. 1953. Kapitcl 13. S. 357-382. 

333. Smyrniw, W. Tolstoi's depiction of death in the context of 

recent studies of the "Experience of dying''. r¥ special p:lp<.'r. 

McMaster University. Hamilton, Ontario. 1978. 22p. 

33,l. Sncsnrcv, V. (llnrry Trc-vor). Doukhobors in.British Columbia. 

(950) 
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Vancouver. Univ. of British Columbia. 1931. pages unknown. 

ドゥホボールの経済 ．4：会柄迅，脳史， J盟来社料を論じたもの。特に

CCUB (Christian Community of Universal Brotherhood) に多くの

紙術を股やしている。

335. Society of Doukhobors of Northeastern Saskatchewan. A centcn・

nial history of Doukhobors in Canada, 1899-1967. s. l. Centennial 

Committee of the Society. 1967. 1 lp. 

336. The Society of Friends. Articles on the Doukhobors published 

in''The Friend". Philadelphia. The Friend. 1897ー1927.l,lp. 

337. Sorokin, S.S. Doukhobor affairs inside out: a letter to J. F. 
Mead. s. 1. Union of Christian Communities and Brotherhood of 

l<cformccl Doukhobors 1957. pages unknown. 

338. Sorokin, S.S. More about: Doukhobor affairs…inside out. A 
letter to B. Larsen. Krestova, B. C. FCUCCBRD. 1958. 8p. 

Larsen はヴァンクーヴァーの大 f•新皿 Province の、心者。 Sorokin

がウルグ・rイに逃避して8年fHJ,11,実l:ドゥホボール問題から手を51い

ていることへの’近f!ilIC答え，釈明したもの。

339. Sorokin. S.S. Further about Doukhobor affairs inside out. 

Translated and released by the Fraternal Council of Union of 

hristian Communities and Brotherhood of Reformed Doukhobors. 

• 1. s. n. 1959. 19p. 

,ons of'Freedom指打者ソローキン＇ク

。TrailTimes IC抗某して害いた195

ソローキンのプロフィール，および J.E.

こrソローキンとfi由の

する，数少なし

I 1952年

Podovinikovが1952 r)
 

3~10. Soukhorev. G. I. My renunciation of military ser.•ice. Tarrys, 

B. C. s. n. 1900. 26p. 

(951) 
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347. Stephenson, A. D. Our work with the Doukhobors in Canada. 

A. D. Stephenson and S. Vance. In their "That they may be 

one". Toronto. United Church of Canada. 1929. pp. 55-65. 

カナダ統一教会派の，各種少数移民への救援ならひにウ十ラソティア

ー活動の総決党報告苫である。第5章の仝体をト ゥホホールに』9,lいてい

る。 また， この時点で， カナダ ・ドゥホボールの総数を l}」5000と指

摘。苫者らが接触したドゥホボー）レはサスカチュワンの所訊li虫立派で，

その高い教育忍欲と日立心を直枝している。

348. Sternberg, H. Duchoborzen. In "Geschichte der Juden in Polen 

unter den Piasten und den Jagiellonen". Leibzig. Duncker & Hum-

blot. 1878. S. 114-126. 

ドゥホボールをサバタ派の系統に属する ものと捉えている。

349. Stoochnov, J.P. Doukhobors as they are. Toronto. Printed 

privately. Ryerson Press. 1961. 102p. 

正統派ドゥ ホボー）レの一人である著者は，1960年， J.J．ヴェリーギン

の実母アンナ・ マルコーヴァのソ述からの奪遠に尽）」したと言われる。

350. Stoochnov, J.P. Toil and peaceful life: Doukhobors as they 

are. 2nd revised ・ed. Vancouver. Liberty Press. 1971. 117 p. 

タイ トルがやや変わっているが，別掲前著の改定新版。

351. Stoochnov, W. P. Ooteschenia: the village Big Sawmill. An 

essay for anthropology no. 101, Selkirk College, Castlegar, B. C. 

1973. 66p. 

Castlegarの Ooteschenia地区の景観写兵を111心にした地域紹介。

352. Strahl, P. C. Geschichte der Irrlehren und des Sektenwesens 

in der griechisch russischen Kirche, aus russischen Quellen ent-

wickelt. "Kirchenhistorisches Archiv". Halle. Bd. 2, Nr. 2. 

S. 47-91; Nr. 4. S. 49-76; Bd. 3, Nr. 1. S. 43-66 (1824-1825). 

共にタヴ リーダ地区に隣接して居住していたドゥホボールとメンノ派

の生活様態を比較している。

(953) 
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353. Strakhovsky, L. I. (ed.) Doukhobor claims for compensatioIL 

"Canadian Slavonic Papers". Toronto. v. 1. 1956. pp. 1-15. 

354. Strannik, I. Le Doukhobors. "Revue de Paris". Paris. t. 10. 

1901. pp. 865-898. 

カナダ移住に至る迄のドゥホボールを略述したもの。ドゥホボールの

起源を，カルヴァン， Quaker, スコヴォロダーとしている。

355. Struve, N. A. Other Christian denominations. "Religion in the 

USSR". Munich. Institut zur Erforschung der UdSSR. Mono-

graphs Nr. 59. 1960. S. 131-142. 

ドゥホポールそのものをテーマにしてはいないものの，ソ連国内の様

々な異端的宗派の昨今の勁静を伝えて，直重な賓料。箪者は執箪内容か

らすると亡命ロシア人と思われ，‘ノ述の品賓料を丹念に解読する作業に

より，未知の状況を明かすことに成功している。

356. Sugimoto, D. M. A study of the Doukhobor cooperative move-

ment. B. C. thesis in commerce, Univ. of British Columbia. 

Vancouver. 1967. 107p. 

マイナー屯団としてのドゥホボールが，カナダ社会一般からともする

と不適応の側面でしか捉えられないのに対し，この論者は共同組合方ぶ

（すープン ・システム）を駆位して経済的に成功している実態を報告

し，その経営能）Jと勅勉ヰ，地城経済活性化に組み込むぺきとアドゥヴ

ァイスする。

なお，随所に挿入された SunshineValley t組組の財政データは伐訳

である。

357. Sunshine Valley Cooperative Women's Guild (comp.). Favourite 

recipes. Grand Forks, B. C. s. d. lOOp. 

別掲ヴェリーギン糾の泊'tとヽ＼9』・んで，本格的なド 1勺ホボールの料押
クッ・トング・ プック。澗刑 Lのア トゥヴァ イスはクJ冷，随,rrにドゥホボ
ールの11'i炉l:i舌に役＼＇r.サ知識も）JIlえてあoo

(95,1) 
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358. Syrkin, N. Die Duchoboren und das Duchoborentum. "Slid-

deutsche Monatshefte". Leibzig. Juli, 1911. S. 69-79. 

ドゥホボー）レの信条の淵源を，西欧啓棠主義の合理的精神と ロシア神

秘主義とを接ぎ木した鞭身派の彩署と見る。

359. Syrkin, N. Doukhobors and their future in British Columbia. 

"American Review of Reviews"・ N. Y. v. 44. 1911. pp. 356-357. 

本来 “SilddeutscheMonatshefte". Nr. 508. 1911に載った文を転

叔したもの。

360. Szalasznyj, R. M. The Doukhobor homestead crisis 1898-1907. 

M.A. thesis in history, Univ. of Saskatchewan. Saskatoon, Sask. 

1977. 266p. 

361. Tarasov, K. J. P. V. Verigin: character sketch. "Inquirer". 

Saskatoon, Sask. v. 3, no. 9. 1956. p. 16. 

Also. The Quaker contribution: part I, the story of the delive-

rance from tsarist opression: part II, pioneer story of the Dou-

khobors on the prairies. "Inquirer". Saskatoon, Sask. v. 3, no. 3. 

1956. pp. 30-38: no. 4. 1956. pp. 18-23. 

362. Tarasov, K. J. Report on the press of British Columbia regard-

ing Doukhobor and Sons of Freedom news. 1956-1958 period. 

Vancouver. K. J. Tarasov. 1958. 45p. 

34点にのぼるプリティッシュ ・コロンピア州 (B.C.)の新聞記事を

スク ラップしたもので，その一部は “Inquirer".v. 5, no. 5-8. 1958に

も紹介されている。

363. Tarasov, K. J. In search of brotherhood: a history of the 

Doukhobors. Vancouver. s. n. 1963. 1006p. 

これは，著者の別掲学位論文の appendicesを成すもので，学生時代

に携わった雑誌編集がこの膨大な斑料の集成に役立っている。

(955) 
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364. Tarasov, K. J. A Study of Russian organizations in the Greater 

Vancouver Area. 11. A. thesis in anthropology, Uni¥・. of British 

Columbia. Vancouver. 1963. 272p. 

クラーソフはサスカチュワン 1く学で学んだ後， UniY. of British 

Columbia (UBC, U. B. C.)て f-位を取得した。サスカチュワン時代の

i叶料収！！！を粘よさせたのか，この論文である。

365. Tarnsov, K. J. The Doukhobors in perspective. "Fellowship... 

―.. Y. Y. 31, no. 3. 1965. pp. 19-22. 

366. Tarasov, K. J. Zealots and Doukhobors. "Canadian Dimension.,. 

¥Vinnipeg, 11anitoba. 1965. pp. 23-24. 

367. Taraso,・, K. J. Russians in the Greater ¥"ancouver Area. In 

•べ‘lavs in Canada" v. 1. Proceedings of the First):acional Con・

f crcncc on Canadian Slavs, June 9-12, 1965. Edmonton會 Alberta.

Inter-UniヽrrsityCommittee on Canadian Slavヽ 1966.pp. 138-147. 

368. Ta raSO¥', Iヽ．J..r¥ pictorial histoy of the Doukhobors. Saskatoon. 
ask. Prairie Books Department, ¥lodcrn Press. 1969. 

ヤ者は， JA1こドゥホボールの伝統保＇（がこ意を払い．とり

1!S IC努力してさた。 ；ドi!Fはその成果の公表であり，紋初のモノグラ-

ーでもある。

369. Trirasov, Iヽ．J.i¥otrd C'、lnadinnp¢accmaker diCSln Sask'1toon. 
¥ tributc to l.,（ヽt(ヽr¥fakarov. "¥¥・ortd Fed(ヽt~list". C:lnadian ed.、.
v. 15, no. 8. 1971. pp. C2 C3. 

l'し1lゞlliド沿ー111代I・,.,1t,ポールU)ホープ、マカーロフ弁泄：l：は． 1970り
,12),l ！こ76武で鬼訊• ! ＼ f)こ。そ

3i0. ・rnrasov, lヽ．J.Doukhohors: tlwir migration (、xpL:ri(nnl¥,ヽ.＂l‘ann・ 
dian gt,hnk Studi(ゞ". Calgary, ．¥llヽt:rtn. V. A1, 190. ，1-，2. 1 9iと．

pp. 1-.ll. 

i¥`; 
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371. Tarasov, K. J. An interpretive review of a deceptive book 

("Terror in the name of God" by S. Holt). "Mir". v. 2, no. 1 & 

2. 197 4. pp. 5-8, 29-30, 44. 

インタビューしたのは J.Popov. Holtの済牡は， ドゥホポール仝休

に汚名を被せる結果となり， ドゥホポールがこれに強く反発したのは：り

然である。

372. Tarasov, K. J. Young and old: a strategy to action for the 

Doukhobors in the Greater Saskatoon region of Saskatchewan. 

Ottawa. s. n. 1976. 4 p. 

373. Tarasov, K. J. Traditional Doukhobor folkways: an ethnographic 

and biographic record of prescribed behavior. National Museum 

of Man Mercury series. Canadian Centre for Folk Culture Studies, 

no. 20. Ottawa. National Museum of Canada. 1977. 396 p. 

37 4. Tarasov, K. J. Celebrations: the opening of a community centre. 

Grand Forks, B. C. "Mir" Pub. Society. 1981. 35 p. 

所謂正統派ドゥホボー）レの組織 u.s.c.c.は， Sonsof Freedomの
度菫なる放火によって諸施設の焼失に遭ってきた。教会に該‘りする と共

に，組織のあらゆる機能を満たすコミュニティー ・センターも，1977年

放火の難に遭って全焼した。これは，新たに再建された浴成式での，タ

ラーソフによる祝辞である。

375. Tarasov, K. J. Plakun trava: the Doukhobors. Grand Forks, 

B. C. "Mir" Pub. Society. 1982. 271 p. 

著者の最近作。これ迄長らく菩茄した炎料と知識を十分に盛り込ん

だ，最も新しい最も信頼し得るドゥホボール研究の成果である。四蛍な

歴史的写真がフルに紹介されているのも，本占の他の追随を許さない長

所である。また，独立派とは言え，著者がドゥホボー）レ集団の内部から

出現した次世代の研究者である点も注目すぺきであろう。これを背後で

支援し，刊行に漕ぎつけた ‘‘Mir’'出版の J.Popovも，正統派ドゥホ

ボー）レの， 英露語に通じた若手ホープとして “Iskra"を舞台に活躍し

ている。

(957) 
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376. Taylor, G. Anastasia's daughter. Toronto. Ryerson Press. 1955. 

256 p. 

B.C．のドゥホボー）レの生活を舞台にした小説。主人公のアンナは，

新旧2世代の間に挟まれて，またカナダとロシアの文化価値の衝突に悩

む。

377. Taylor, T. G. Doukhobor orchards in the Kootenay region. In 

"British Columbia : a study in topographical Control" N. Y. Ame-

rican Geographical Society of New York. 1942. pp. 395-398. 

"Geographical Review". v. 32, Part 3. 1942. pp. 372-402から

再録した論文。

378. Teeling, W. B. Spirit wrestler: story. "North American Re-

view". Mount Vernon, Iowa. no. 233. 1932. pp. 65—72. 

ドゥホボー）レ集団の内部抗争を，半ばフィクションで綴ったもの。

379. Teeling, W. B. Thirty thousand spirit wrestlers. In his "Eng-

land's French dominion?". London. Hutchinson. 1932. pp. 142-162. 

B.C.のドゥホボールを， 1931年 6月に訪問した折りの印象記。

380. Thompson, P. Doukhobors. A play. Toronto. Theatre Passe 

Muraille. 1971. 40 p. 

381. Thorsteinson, E. The Doukhobors in Canada. "Mississippi 

Valley Historical Review". Abilene, Kansas. v. 4. 1917-1918. 

pp. 3-48. 

ロシア時代の歴史から初めて， ドゥホボールを好意と共感で紹介して

いる。

382. Toews, J. A. Alternative service in Canada during World War 
II. M.A. thesis in politics, Univ. of Manitoba. Winnipeg. 1957. 

200 p. 

ドゥホポールを含め，宗教的良心的兵役拒否者に深く OOわってくる政

(958) 
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して描き出す。 1924年4月25日付けヴェリーギンの， B.C．政府竹脳IC

9.` てたiり節を手がかりにする。

396. Turyk, M. D. Hillier's Doukhobors. "Canadian ¥Velfare". Otta-

wa. v. 25..lDSO. pp. 18-20. 

行は，プリティッシュ ・コロンピア州肛生屈節祉

， ドゥホポールと1名舶し得る

などからドゥホポールをおじている。

f官でロシア語

人。学校と老が

397. Union of Spiritua・1 Communities of Christ. Manifestation for 

peace nnd disarmament. Dana radar base. June 27, 1965. Grand 

Forks,.8. C. lskra. 1965. 2<1p. 

398. Union of Spiritual Communiti 

l:ist of books. Grand Forks, B. C. 

5p. 

3.,..,・

of Christ. Central Library. 

The Union (USCC).. 1970. 

p1ntual Communities of Christ. The'Doukhobors in 

rand Forks. B. C. The Union (USCC). 19i4. 16p. 

Union of Spiritual Communities of Christ. The thorny pathway 

1S99-1981. A brief from USCC to the Honorable Allan \\Tilliam~, 

I of British Columbia. Grand Forks, B. C. Th 

19Sl. 50p. 
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Committee. 1963. 12p. 

403. Vanek, A. L. Canadian Doukhobor Russians in Grand Forks, 

B. C.: some social aspects. A. L. Vanek and R. Darnell. In 

"Linguistic diversity in Canadian society". Ed. R. Darnell. 

Edmonton, Alberta. Linguistic Research. 1971. pp. 267-290. 

Alberta大学の協力によ り，GrandForksで実施されたフ ←fールド

調近に基く論文。現代ほ準ロシア点からの偏庄が主題である。

404. Varnals, D. The Doukhobors in the Kootenays: signs of stress. 

"B. C. Perspectives". s. I. no. 3. 1973. pp. 15-20. 

文化集団としてのドゥ ホポールが最早r:I立的な存在をまっとうし得

r,カナダ文化へと同化して行く過程を不1iJ逆的な流れとし，1910年
の人柏当時の歴史に立ち外Jって再検討し，I口］化過程の必然性を論証し 上
うとする。

405. Vasilyev,.A. T. Communist sect. In his "Ochrana・・. London. 

Ifarrap. 1930. p. 111. 

マロ ーチヌ，｛エ ・ウ・：tード、ィの「孤児院」と、 ドゥホボールの財帝北

(I制に触れたもの。

406. Vegetarian colony. 

pp. 100 103. 

i料飼令名は fヽIIJJだが，

から引川し1いら。

"Litcrnrr Digest". N. Y. "・ ti/. 1920. 

人‘1を "Goodhealth". B..,ttlc rcck.¥lich. 

107. Vt..'rigin, C. Doukhobor architecture. Stud('nt paper in nnthr 

polop;y, Selkirk College. 1982. 35p. 

-108. Verigin, J. J. A Doukhobor history. Gr:1nd Forks, B. C. l 
1963. 8p. 

-109. Vl'rigin, J. J. noukhobors rしヽmemberTolstoi. The pnpcヽrprl‘p.¥． 

（郎'.‘)
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red with the assistance of E. A. Popov and D. E. Popov, and 

presented at "Tolstoi Symposium" (Nov. 23-25, at University of 

Victoria, B. C.). Grand Forks, B. C. 1978, 23p. 

410. Verigin, J. J. An idea whose time has come: a speech present-

ed at the Disarmament Conference. Farewell to (nuclear) arms— 
Prospects for world disarmament: prospects for war. University 

of Ottawa. Ottawa. November 14, 1981. Grand Forks, B. C. 

U. S. C. C. 1981. 9p. 

411. Verigin, J. J. Challenging the odds: a speech presented at the 
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413. Verigin, P. V. Truth about the Doukhobors: their leader de-
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一体化しないのか。ドゥホボールの指迎者が日らの理想と信念を商々と
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414. Verner, C. G.D. The Doukhobors. In his "A soc10-econom1c 

survey of the West Kootenay Area." ARDA survey report no. 6. 
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ホボー）レの関わりを掘り下げる作業は，別掲1968年の『 ドゥホボール』
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前年 Hilliers ~ドゥホボール訪問に次＼＾ ， 本以的な探訪記である。

旅行家でもある戸・者は，プ リティッシュ ・コロンピア州の所謂国境地域

を中心に，Kelson,Castlegar, Gilpin, Grand Forks "~ 4笛所のドゥ

ホボールを訪仙した。 Gilpinは，苔う迄も無く Freedomites..,a)居住す

る付である。

.t29. ¥Voodcock, G. Anarchism. Cleveland. X. Y. ¥Vorld Pub. Co. 

1962. ~liddlesex. Pelican Books. 1963. 480 p. 

ウ・ノドコックのこの本は，わが国でも白井肝．氏の良訳で知られてい

る。直接ドゥ＊ポールに百汲した杏物ではないが，ロ シT・Tナーキス・

ムの脳火と巽端派の脱史には，，．雹くほどの共通性が窺われる。前半部-

I`..,またパクーニン， トルス トイ とク ロポ トキンに大きなページが割か

‘‘！している。

130. ・woodcock, G. Encounter with an archangel. "Tamarack Re。

¥・iew". Toronto. no. 26. 1963. pp. 29-39. 

[1伝的なi!Fき出しで始まるこのエッ七ーを沿者に10'、年前のド・ぅホ

ボールとの初めての出会いを追恢してiIFき止めた。麻名なこのTナーキ

ズム研究家をドゥホボールに粘びつけたのは， トルス トAとクロボトキ

ンであったとi山していう。ヴァンクーヴァーの Hilliers ，こ住むドゥ＊

ボールを訪Ili)した隙の秘動が溢れている。
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容劫に想俊し得よう。

ックの芹かま，ッドコ

≫i,やドゥホボール論の古典と化したかに見えるウ

ぷ刊当時カナダの綸埴の耳目を集め，賛否共々の

それらも，ここでは採録せず省いた。吐評う5致ジくなされた。

Holtがこの近々（発刊時点から） 20年のドゥホボール，しかも

しか対汝として視野に人れていなかったのに対し，抒者は

ロシア系同僚の協）」を得て，『クロポトキン（こ』の時と同様，此い

ドゥホボールの歴史をあます所無く描き出し，客心的で公正なドゥホホ

ールの全体像を提示した。
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UBC 
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がその死を追悼した Makarov
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ドゥホボールの人口はおよそ17000と叫辿

Tarasov 

Slava Bohu : the story of the Doukhobors. .Y. 

筆者がサスカチュワンと B.C．のドゥホボールの間で長期滞在した際
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436. Yeigh, 
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1931年．‘ノ述からの新しいドゥ＊ボール亡

グ政府が拒否したとの記述を行っている。

の妥け入れを，カア

138. Yorkton Doukhobors. Appel 

Paris. t. 25. 1901. pp. 81-96. 
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世界に
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Columbia. ~I. A ・ A. thesis m psychology, University of Toronto. 
Toronto. 19-!7. 83p. 

マス ・メディアが態度決定と心tr1形成に対し，社会心刑学的に如(II1に

砕するかの問題意識から，1950年代カナダで世論の注目を浴びたドゥ

ホボールをサフ ・グルーフ゜として収り出し，その反汀会(I:1行勁に対する

局辺アングロ系住民述の態度を計測しようとするふみ。

444. Zubek, J. P. Doukhobors: a genetic study on attitudes. "Journal 

of Social Psychology・・. ¥Vorcester. v. 36. 1952. pp. 223-239 . 
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no. 7161. 1953. p. 739. 
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カナダ社会への適応フ゜ロセスで，伝統とアイデンティティーを保持す
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ゥホボールのiと命を指摘する。またその過程で，Sonsof Freedomの

主張する自由を， 自由に非ずとして批判する。
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